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「その時」に備える！地震から命を守る行動と備え
　6月26日午後10時29分ごろ、山梨県東部・富士五湖を震源とする地震が発生し、甲州市では、震度5弱を観測
しました。
　あの時、あなたはどこで、どのように身を守りましたか？そして、その後の行動に迷いはありませんでした
か？いつ起こるか分からない次の地震から、あなたと大切な人を守るための備えと行動について考えてみま
しょう。

1  地震発生！その瞬間どう動く? 命を守る行動
突然の激しい揺れ。その瞬間の行動が、あなたの命を大きく左右します。
まずは身の安全を確保！

 屋内にいたら
頭を保護し、丈夫な机の下にもぐる。家具の転倒・落下に注意。揺れが
おさまったら、避難経路確保のためドアや窓を開ける。
 屋外にいたら
落下物に注意し、頭を保護して安全な場所に移動する。

4  地域での「助け合い」の力【共助の重要性】
大規模災害時は、地域住民同士の「共助」が大きな力となります。

 自主防災組織への参加
地域の防災訓練などに積極的に参加し、近所の人と顔見知りになり、助け合える関係を築きましょう。

2  揺れがおさまった後の行動 冷静な判断で二次災害を防ぐ
揺れがおさまっても油断は禁物。冷静に次の行動へ移りましょう。

 火の元・電気の確認
ガス栓を閉め、ブレーカーを落とす。初期消火が可能な場合は対応。
 情報収集
テレビ、ラジオ、スマホなどで、気象庁や自治体からの正確な情報を得る。
 安否確認
災害用伝言ダイヤル（171）やSNSなどを活用。
 避難の検討
危険がある場合は、指定避難所へ速やかに避難。事前に家族で集合場所や連絡方法を決めておく。

3  日頃からの「備え」が命を守る 自助の力を高める
地震発生時にスムーズに行動できるよう、普段からできる備えを万全にしておきましょう。

 家具の固定と配置　タンスなどを壁に固定し、避難経路を確保する。
 非常持ち出し袋・備蓄品の準備

避難時にすぐ持ち出せるよう、リュックにま
とめて準備。
懐中電灯、携帯ラジオ、予備電池、ホイッスル、
常備薬、救急用品、マスク、飲料水、
非常食（栄養補助食品など）、現金、貴重品、身分証
のコピー、軍手、ヘルメット、携帯充電器など。

最低3日分（できれば1週間分）の食料・飲料水
を確保。
飲料水（1人1日3L目安）、長期保存食、
カセットコンロ、簡易トイレ、毛布、
衛生用品など。

非常持ち出し袋 備蓄品

甲州市家具等転倒防止促進事業をおこなっています！

　地震による家具等の転倒を防止し、市民の生命や身体の安全確保および円滑な避難行動の確保
を図るため、家具等転倒防止器具等の購入および取付けによる対策を実施する世帯に対して、甲州
市家具等転倒防止促進事業補助金を交付します。
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対
象
経
費

家具等転倒防止器具等の購入費用
※2,000円以下対象外

1の取付け工賃の費用
※2,000円以下対象外

専門業者やシルバー人材センター等の第三者
に依頼した際の費用

・L型金具連結金具
・ポール式器具
・ベルト式器具
・ストッパー式器具

・マット式器具
・扉開放防止器具
・収容物落下防止器具
・ガラス飛散防止
　フィルム　等

対
象
者

全世帯対象

下記のいずれかに該当する世帯
□65歳以上のみ
□18歳未満の子のひとり親
□身体障害者手帳の交付を受けている
□療育手帳の交付を受けている
□精神障害者保健福祉手帳の交付を受けてい

る
□介護保険の要支援又は要介護の認定を受け

ている

補
助
率

（購入費用）×1/2
上限　10,000円

※1,000円未満切り捨て

（取付け工賃の費用）×1/2
上限　10,000円

※1,000円未満切り捨て

地震について考える
自然災害に備える特　集

申
請
者

甲
州
市

申請書兼実績報告書の作成・提出
【添付書類】
□領収書
□取付け後の写真
□補助対象確認書類（②のみ）

事前相談 ※電話、来庁など

交付決定通知書兼額確定通知書の送付・支払

※詳細は総務課 防災危機管理担当（☎0553-32-5041）までお問い合わせください。

令和6年能登半島地震
出典:（一財）消防防災科学センター

「災害写真データベース」
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5月29日から気象の警報などが大きく変わりました！
　令和6年6月に取りまとめられた 「防災気象情報に関する検討会」の提言を踏まえ、5月29日から新たな防災気
象情報の運用が開始されました。
　これまで警戒レベルとの対応が複雑だった河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮に関する情報ですが、今回、避難情
報の5段階の警戒レベルに対応したものとなり、避難の判断がしやすくなりました。
　例えば、これまでの“大雨警報”は“レベル3大雨警報”という名称に変更になり、発表される警報・注意報の名
称にレベルが付記されます。避難行動と直結するレベルがすぐにわかるようになりました。

「気象防災速報」に注意！
　「気象防災速報」は、顕著な気象現象を速やかに伝えるためのものです。「対応や行動が必要な状況を示す簡潔
な情報」を補完し、その根拠を示しつつ解説を加えることで、緊急性の高い状況をより深く理解できるように設
計されています。この速報は府県ごとに発表され、災害発生の危険度が高まっている際に、警戒感を一段と高め、
速やかな防災対応や行動の判断を強力に後押しします。
　この情報が発表されたときは、キキクルなどの他の防災気象情報や、市が発令する避難情報にも留意し、身の
安全を確保してください。

【例】・気象防災速報（記録的短時間大雨）　・気象防災速報（線状降水帯発生）

情報が出たら、あなたは動けますか？
　今回の変更により、色とレベルで避難のタイミングがわかるようになりました。下の図1は、災害が発生する
までに出される防災気象情報と行動の例の関係を時間の流れのイメージに沿って表したものです。災害の危険
が高まると、レベル1～5の情報が順次発表され、各レベルに応じてとるべき行動も変わります。
　市から警戒レベル4避難指示や警戒レベル3高齢者等避難が発令されたときは速やかに避難行動をとってく
ださい。また、避難指示等が発令されていなくても、警戒レベル4や警戒レベル3に相当する防災気象情報が発
表されたときは、 キキクルや河川の水位情報等を用いて自ら避難の判断をしてください。
　避難にあたっては、あらかじめ指定された避難場所へ向かうことにこだわらず、川や崖から少しでも離れた、
近くの頑丈な建物の上層階に避難するなど、自らの判断でその時点で最善の安全確保行動をとることが重要で
す。

「線状降水帯」とは？
積乱雲が次々と発生し、線状に何時間も停滞することで、同じ
場所で非常に強い雨が降り続く現象です。災害の危険度が急
激に高まるため、気象庁は「顕著な大雨に関する情報」として発
表します。この情報が出たら、最大級の警戒が必要です。

　市では避難指示等の「避難情報」や「避難所開設
情報」を広く伝達するために、さまざまな情報伝達
手段を用いて、情報発信を行っています。

 メール配信サービス
市の防災行政放送を、携帯メールやパソコンで確認できる配信サービスです。
※右の登録用二次元コードまたは市ホームページをご覧ください。

 市公式LINEアカウント
　市公式LINEアカウントでは防災情報や行政情報を配信しています。

 国土地理院サイト「重ねるハザードマップ」では全国のハザードマップが詳細に確
認できます。

　ハザードマップポータルサイト 　https://disaportal.gsi.go.jp/

 気象庁防災サイト「キキクル」でお住いの地域の詳細な雨雲の動きや土砂災害・洪水の危険度分
布を確認することができます。

　気象庁 | あなたの街の防災情報 　https://www.jma.go.jp/bosai/#pattern=rainlevel

行政防災無線 市ホームページテレビのデータ放送

メール配信

公式LINE

防災情報を
活用しましょう!

新しい防災気象情報
自然災害に備える特　集

 総務課 防災危機管理担当　☎0553-32-5041

詳細はこちら

気象庁ホームページ

※レベル1:白色　レベル2:黄色　レベル3:赤色　レベル4:紫色　レベル5:黒色
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「関係人口」という言葉をご存じですか?
関係人口とは、移住して暮らす「定住人口」でも、観光で訪れるだけの「交流人口」でも
なく、地域と継続的に関わり、地域を応援してくれる人たちのことです。

人口減少や担い手不足が全国的な課題となる中、地域の未来を支える新たな存在と
して注目されており、総務省では、地域とのつながりを見える化する「ふるさと住民
登録制度」の創設を進めていて、令和9年度には運用される見込みです。

本市でも、農業やワイン、観光、地域イベントなどを通じて、市外の方々との新たなつ
ながりづくりを進めています。これからは「住む人」だけではなく、「地域に関わる人」
を増やすことが、持続可能な地域づくりにつながると考えています。

この「関係人口・ふるさと住民登録制度セミナー」では、
 「関係人口」とは何か
 全国の先進事例
 ふるさと住民登録制度の概要
 甲州市で期待される取り組み

等について、わかりやすくご紹介いただきます。

セミナー後は「研究会」を立ち上げます！
セミナーをきっかけとして、市民・事業者・各種団体・行政が一緒になって、甲州市ら
しい関係人口づくりやふるさと住民登録制度の活用を考える**「（仮称）甲州市ふる
さと住民研究会」**を立ち上げる予定です。

研究会では、制度の研究だけでなく、
 甲州市ならではの関係人口を増やすアイデア
 市外の人と継続的につながる仕組みづくり
 地域資源を生かした新たな取組
 市民が主体となるプロジェクトの創出

などを参加者の皆さんと一緒に考え、実践につなげていきたいと考えています。（月
一回開催予定）
地域の未来を一緒に考えたい方、地域づくりに関心のある方、新しいことに挑戦した
い方など、多くの皆さまのご参加をお待ちしています。

 政策秘書課 地方創生担当　☎0553-32-5037　 seisaku@city.koshu.lg.jp

開催日時	 10月14日（水）午後3時～4時
会 　 場	 市役所本庁舎	2階	第一会議室
参 加 費	 無　料
講 　 師	 山本	賢治	氏
	 一般社団法人ユースキャリア教育機構	甲州市地域活性化起業人

申 　 込	 右の二次元コードから申込フォームへ
	 アクセスし、お申し込みください。

　豊かな自然に囲まれ、美味しいフルーツやワイン、温かい地域の人々に恵まれた甲州市。近年、移住を検討される
方が増えています。また、そういった方から「実際に移住をされた方の話を聞きたい」との声が多く寄せられています。
　そこで、市では移住を検討している方の疑問に答え、甲州市でのリアルな暮らしの魅力を伝え、相談に乗ってくださ
る「移住サポーター（先輩移住者）」を募集します！
　「移住して良かったこと」「最初はここが大変だった」「お気に入りのスポット」など、あなたの体験談を、未来の市民
へ届けてみませんか？
主な活動内容
・移住希望者からの相談への対応（オンラインや対面での面談、メール等）
・市が開催する移住フェアや相談会への同席・体験談の発表
・移住検討者への地域案内（お気に入りの場所の紹介など）
※ご自身の都合や得意な範囲での活動で構いません。無理のない範囲でご協力をお願いします。
※ご対応いただく際は、基本的に市職員も同席させていただきます。（謝礼等はございません）

対象となる方
・市外から甲州市に移住（Uターン・Iターン・Jターン）して概ね1年以上5年以下の方
・甲州市での暮らしを楽しんでおり、移住促進に協力的な方
お申し込み方法
下記のメールアドレス宛てに、必要事項をご記入の上ご連絡ください。折り返し、詳しいご案内をお送りします。
・件名（タイトル）： 移住サポーター希望
・本文必要事項： ①氏名、②住所、③電話番号、④移住してからの年数、⑤趣味や特技、移住希望者に伝えたいこと等

あなたの甲州らいふを次の方へ！「移住サポーター」を募集します！

 政策秘書課 地方創生担当　☎0553-32-5037　 iju@city.koshu.yamanashi.jp

　「ふるさと住民登録制度」は、普段暮らして
いる場所とは別の地域に愛着を持ち、継続的
に関わる人を「ふるさと住民」として登録す
る新しい制度です。 観光や帰省、ワーケー
ション、二地域居住、地域活動への参加など、
地域との関わり方はさまざま。住む場所を
変えなくても、好きな地域やゆかりのある地
域とつながり、その地域の情報を受け取った
り、地域の担い手として活動に参加したりす
ることができます。
　制度の詳しい内容は下記の二次元コード
から総務省「ふるさと住民登録制度ナビ」を
ご覧ください。 
　また、紙での資料をご希望の方には、市役
所窓口で制度を紹介するリーフレットを配
布しています。お気軽にお立ち寄りくださ
い。

「ふるさと住民登録制度」が
始まります！ 

総務省ホームページ
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　自殺はその多くが、追い込まれた末の死で
あり、「誰にも起こり得る身近な問題」です。
自殺を考えている人は、何らかのサイン（予
兆）を発していることがあります。あなたが
気にかけているとそっと伝えることで、その
人に希望を与える手助けができます。

9月10日～16日は『自殺予防週間』です

〈 障害者雇用支援 〉
　障害者雇用促進法では、事業主に対し、常時雇用する従業員の一定割合以上の障害者を雇うことを義務付けています。
民間企業の雇用障害者数は20年連続で過去最多を更新しています。
　就労する障害者に関して、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）では、障害者の差別
禁止および合理的配慮の提供について定めており、令和3年6月4日、事業者に障害者への合理的配慮を義務付けること
などを定めた、障害者差別解消法改正法が公布され、令和6年4月1日に施行されました。障害者からの意思の表明があっ
た場合に、過重の負担にならない範囲で、障害者の性別・年齢、障害の状態に応じて、社会的障壁の除去の実施について必
要かつ合理的な配慮をしなければならないこととされています。
　障害者の就労意欲は近年急速に高まっており、障害者がその意欲と能力に応じて働くことができるよう、雇用の促進
を図っていくことが必要であり、さまざまな取り組みを進めています。

出典：「令和6年4月1日から合理的配慮の提供が義務化されました」（内閣府）

 福祉総合支援課 相談支援担当　☎0553-32-0285

生きるのがつらいと悩まれている方、
あなたの気持ちを話してみませんか。

こころの健康相談統一ダイヤル

☎0
おこなおう

570-0
まもろうよ

64-5
こころ

56 
〈受付〉365日24時間（平日正午～午後1時を除く）

～障害がある方の雇用と就労をすすめています～

9月1日～30日は障害者雇用支援月間です

【対象税目・料金】 
●市県民税・森林環境税（普通徴収）	 ●固定資産税・都市計画税	 ●軽自動車税
●国民健康保険税（普通徴収）	 ●介護保険料	 New 	 ●後期高齢者医療保険料	 New
●市営住宅家賃	 New 	 ●駐車場利用料	 New 	 ●保育所利用料	 New
●児童クラブ利用料	 New 	 ●学校給食費	 New 	

【納付の手順】
○「地方税お支払サイト」からの納付
※9月24日からeL（エル）お支払サイトに名称変更予定
「eLお支払サイト」にアクセスし納付書の二次元コード（eL-QR）読み取りまたは納付書番号（eL番号）入力で、下記の支払方
法から選択できます。

　●クレジットカード*　　●インターネットバンキング*　　●ペイジー番号発行　　●口座振替（ダイレクト納付）
※通知を受け取るためのメールアドレスが必要です。
※口座振替（ダイレクト納付）は、事前にeLTAXの利用者登録と口座情報登録が必要です。
※クレジットカード納付では、納付税額に応じた「システム利用料」がかかります。
※利用時間帯によって選択できない支払方法があります。

○スマホ決済アプリからの納付
アプリを立ち上げて納付書の二次元コード（eL-QR）を読み取ります。
※事前にアプリのダウンロードやチャージが必要です。
※利用できるスマホ決済アプリは「地方税お支払サイト」をご確認ください。

【納付手続きに必要なもの】
●「eLマーク」が印字されている納付書
●スマートフォンまたはパソコン
●スマホ決済の場合、事前にアプリのダウンロードやチャージが必要です。
※納付期限を過ぎた納付書は利用できません。　※支払い前に納付内容を確認のうえ、決済をお願いします。

【注意事項】
●領収証書は発行されません。納付確認は地方税お支払サイト内またはスマホ決済アプリ内の支払履歴で
確認できます。
●軽自動車の車検等で納税証明書の発行をお急ぎの場合は、納付書裏面に記載の金融機関、コンビニ等の窓
口で納付してください。
●データ通信料は利用者負担になります。
●各種スマホ決済で実施のキャンペーンについては、実施事業者へお問い合せください。
●次の場合は、地方税お支払サイトやスマホ決済アプリで納付することができません。
①「バーコード期限」を過ぎた納付書　②納付書に「eLマーク」が印字されていない納付書
③納付金額が訂正された納付書

【キャッシュレス納付以外の市税等の納付方法】
口座振替、市役所本庁舎および勝沼・大和支所、金融機関・コンビニの各窓口
※コンビニの窓口支払いは、コンビニ収納用バーコードが印字された納付書が必要です。

　これまで税金のみeL-QR付き納付書でしたが、9月24日（木）から下記の公金についてもeL-QR付き納付
書に変わります。
　これにより「二次元コード（eL-QR）」や「納付書番号（eL番号）」を利用して、スマートフォンやパソコンから
お支払いが可能になります。24時間いつでもどこでも簡単・便利なキャッシュレス納付を、ぜひご利用くだ
さい。
※詳しくは、eLTAXホームページまたは、市ホームページをご覧ください。

9
月
24
日
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地
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納付方法に関するお問い合わせ　  税務課 収納担当　☎0553-32-5074
その他各種税（料金）に関することについて　各税（料金）の担当課へお問い合わせいただくようお願いします。

◆詐欺などにご注意ください◆
納付や還付金に関して、市からATM（銀行などの現金自動支払機）の操作をお願いすることはありません。また、市税・
料金の納付を求める旨や、差押えの執行を予告する旨のショートメッセージやメールも送信しておりません。

9 8令 和 8 年 9 月広 報 こうしゅう



令和9年4月の保育所等の入所申込書を配布します

1  入所申請書の受け取り
申請書類配布期間中に市役所窓口にて、申請書類等をお受け取りください。
お渡しの際に、書類の記入方法等をご案内します。
2  入所希望施設の見学

入所を希望する施設をご見学いただき、雰囲気や開所時間などを確認してください。
見学のお申し込みは、保護者が直接施設へ連絡してください。
3  申請書の提出（入所申し込み）

11月2日～11日の期間内に保護者が子育て支援課窓口へご提出ください。
書類不備の場合は、受付ができません。
4  入所決定

申込みの先着順ではなく、保育の必要性の高い児童から優先的に入所を決定します。
通知は2月までに発送予定です。

申請の流れ

現在在園している保育所等とは異なる施設へ入所（転園）を希望する場合は、新規入所
の扱いとなり、4月入所と同様の申し込みが必要です。

転園の場合

二次元コードから各施設の紹介ページをご覧いただけます。
※掲載されている情報が変更になる場合があります。

市内の保育所等のご案内

市役所本庁舎 1階 子育て支援課配布場所

甲州市に住所があり、保育の必要性が認められ、令和9年4月に入所を希望する児童
（2号・3号認定で入所を希望する児童）
1号認定で利用希望の方は施設へ直接お問い合わせください

対象

※保育の必要性…保育所等の利用を必要とする事由に保護者が該当しているか確認します。
 （例：就労、妊娠出産、疾病・障害、介護・看護、求職活動など）
 （育児休業中の方は、令和9年5月20日までに職場復帰をする必要があります。）

※
利
用
定
員
な
ど
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

公/私 運営種別 施設名 住所 電話番号 利用定員

公立 保育所

松里保育所 塩山小屋敷1403番地 33-4130 70

奥野田保育所 塩山熊野597番地 33-4132 80

東雲保育所 勝沼町小佐手410番地 44-0394 90

大和保育所 大和町初鹿野1685番地6 48-2158 45

私立 認定こども園

塩山愛育園 塩山上於曽1217番地 33-2072 125

みいづ保育園 塩山上井尻692番地1 33-6842 30

千野保育園 塩山千野3653番地 33-2624 80

泉保育園 塩山上塩後10番地3 33-3016 70

赤尾保育園 塩山赤尾713番地1 33-2068 125

たんぽぽこども園 塩山上於曽445番地1 33-2487 115

岩崎保育園 勝沼町下岩崎1731番地3 44-1524 105

塩山カトリック幼稚園 塩山上於曽1351番地 33-2748 35

市内公立保育所・私立認定こども園一覧 ※市外局番は0553です。

10月1日（木）～9日（金） 土･日を除く 午前8時30分～午後5時15分申請書類配布期間
※配布の順番によって入所が決まることはありません。時間に余裕をもってお越しください。

☆市外の施設へ入所を希望する方☆
通常の申請とは申し込み締め切り日が異なります。配布期間に関わらず事前にご相談ください。

 子育て支援課 保育･児童担当　☎0553-32-5081

災害への備え 災害への備え ～今日から始めるローリングストック～～今日から始めるローリングストック～

 健康増進課 健康づくり担当　☎0553-33-7812

　9月は防災月間です。災害時には、大人も子どもも不安な気持ちになります。そんな
時こそ、普段食べ慣れた食事が安心につながります。いざという時に備え、家族全員が
3日分～1週間分の食品や飲料水を備蓄しておきましょう。
　備蓄は、普段から食べている食品を多めに買い置きし、古いものから食べて、食べた
分を買い足すローリングストックがおすすめです。普段の買い物の範囲で、常に一定量
の食品を家庭に備えておくことができます。
　お子さんの年齢や体質に合わせ、レトルトの離乳食や幼児食、アレルギー対応食品、
育児用ミルク、おやつや飲み慣れた飲み物も備えておきましょう。これらは備蓄するだ
けでなく、日頃から取り入れ、食べ慣れておくことも大切です。また、育児用ミルクを使
用している場合は、調乳用の軟水も忘れずに準備しましょう。加熱殺菌済みベビー用飲料水があると安心です。
　「非常食」だけではなく、普段使う食品をローリングストックとして備えておくことで、災害時もいつもの食事に近い
食生活を続けることができます。
　家族みんなが安心して過ごせるよう、この機会にご家庭の備蓄を見直してみましょう。

ファミリー・サポート・センター協力会員を募集します‼ファミリー・サポート・センター協力会員を募集します‼

 子育て支援課 こども支援担当　☎0553-32-5081
 ファミサポ事務局　☎080-1980-1083

　ファミリー・サポート・センター事業とは、子どもの送迎や預かりなど、育児のサポートを受けたい「依頼会員」と育児
をサポートし応援したい「協力会員」が、地域で支え合って子どもたちを健やかに育てていく有償ボランティア事業で
す。
　令和8年度も「協力会員」として登録してくださる方を募集します。「協力会員」は、サポート活動をしていただく前に、
養成講習会を受講していただく必要があります。山梨市との連携により、両市のどちらでも養成講習会が受講可能で
す。詳しくは市ホームページまたは、回覧のチラシをご覧ください。

ローリングストックローリングストック

蓄える

食べる

補充する

甲州市児童センター、親子館では、毎月親子活動をしています。たくさんの親子の参加をお待ちしています♪

※お誕生日イベントも常時開催しています。（予約不要）
各館で手形ができます。お子さんの成長記録にいかがですか。プレゼントも用意しています。9月お誕生日のお友だち、集まれ!!

第20回こどもまつり開催します！
11月9日（月）　手回しオルガン音楽会　午前10時30分～

こどもまつりも第20回を迎え、記念イベントとして奏者をお招きして珍しい楽器の演奏をしていただきます。
皆さんの参加をお待ちしています。詳細は、広報10月号、おたより等でお知らせします。

利用対象  未就学の子どもとその保護者　　 開館時間 　午前9時30分～午後1時30分

※詳細は、各館にお問い合わせください。

7日（月）～11日（金） ぶどう摘みごっこ 塩山南児童センター（☎0553-33-7900）

14日（月）～18日（金） 気球ふうせん 東雲ふれあい親子館（☎0553-44-3723）

28日（月）～10月2日（金） スノーブロックで遊ぼう 塩山北児童センター（☎0553-33-7800）

各館イベント情報

甲州市児童センター★親子館イベント情報

1号～3号認定など、
保育所等の詳細はこちら

市ホームページ
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おくすり手帳とかかりつけ薬局を
活用しましょう！

おくすり手帳とかかりつけ薬局を
活用しましょう！

いきいきライフ通信

おくすり手帳とかかりつけ薬局を
活用しましょう！

 医療機関を受診する際や薬局を利用する際は、おくすり手帳を持
参し、医師や薬剤師に提示しましょう。

 外出時や旅行の際にも携帯しましょう。急な受診が必要になっ
た場合や災害時の避難所でも、おくすり手帳があれば、普段服用
している薬や過去に合わなかった薬をすぐに確認でき、必要な薬
を円滑に受け取ることができます。

 スマートフォンなどで利用できる電子版のおくすり手帳もあり
ます。ご自身が使いやすいものを選んで活用しましょう。

　「おくすり手帳」とは、ご自身が使用しているすべての薬を記録す
るための手帳です。薬の情報を一冊にまとめておくことで、医師や
薬剤師が内容を把握し、副作用や飲み合わせ、薬の量が適切かどう
かを確認できます。

1  おくすり手帳を活用しましょう

  健康増進課 保健事業担当　☎0553-34-5436

令和8年6月の医療費
国保連診療報酬請求額基準

	 2億6,140万円（前年同月比	+546万円）
	 3万6,529円（前年同月比	+2,175円）

市の医療費全体
市の1人当たり医療費

　「おくすり手帳」と「かかりつけ薬局」は、ご自身の健康を守るための大切な備えです。
　ぜひ、この機会に活用を始めてみましょう。

甲州市国民健康保険にご加入の方を対象に、健康相談や保健指導を実施しています。適切
な受診や薬の飲み方について一緒に考え、安心して治療を続けられるよう支援します。
対象者には個別に通知をお送りし、保健師などの専門職が受診状況や服薬の状況をお
電話や訪問にてお伺いすることがありますのでご了承ください。

市では重複・頻回受診者および重複・多剤投与者における
健康相談・保健指導事業を実施しています

 ご自宅や職場の近くなど、利用しやすい場所で「かかりつけ薬局」を決めま
しょう。

　「かかりつけ薬局」とは、一人ひとりの服薬状況を継続的に把握し、薬について気軽に相談できる、身近
で信頼できる薬局です。
　利用する薬局を一つに決めることで、複数の医療機関から処方箋が出た場合や、同じ成分の薬が重複し
て処方された場合でも、飲み合わせや副作用、同じ薬が重なっていないかを確認してもらうことができ、
より安全に薬を使用できます。

2  かかりつけ薬局を持ちましょう

　東山梨地域の救急医療体制は山梨市、甲州市の病院や消防本部の協力を得て実施されています。

　救急病院を利用している人は年々増加し、その約半数が入院を必要としない軽症者という状況が続い

ています。

　このままだと、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたしたり、地域の救急医療体制が維持で

きなくなる恐れがあります。

山梨市・甲州市・山梨県峡東保健福祉事務所（峡東保健所）
 健康増進課 健康企画・地域医療担当　☎0553-32-5014

※ただし、意識がない、呼吸が止まりそうなど、緊急を要する場合には、ためらわず、救急車を要請してください。

かかりつけ医をもち、日頃から健康の維持に努め、
緊急時の対応を事前に相談しておきましょう1

緊急性のない場合は、平日の診療時間内に受診をしましょう2
急な病気やけがで迷ったときは

#7119（ダイヤル回線の場合は☎055-223-1418）を活用しましょう
3

緊急時の命を守るためのお願い

■ 山梨県救急医療情報センター ☎055-224-4199
■ 東山梨消防本部 ☎0553-32-0119
■ 小児救急電話相談 ☎#8000 ※ダイヤル回線からおかけの場合 ☎055-226-3369

休日や夜間に診療できる医療機関をお探しの場合

■ 初期救急医療センター（山梨大学医学部附属病院内）
 ※比較的軽症で受診を希望する方
 ※事前連絡必要
 ※受診時間 午後6時～11時（受付 午後10時30分まで）

☎055-273-1122

■ 小児初期救急医療センター（甲府市医師会救急医療センター内）
 ※頭部打撲、やけど、骨折等は、初期救急医療センターへ一度ご相談ください

☎055-226-3399

受診について

上 手 な 医 療 の か か り 方  上 手 な 医 療 の か か り 方  
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高齢者の助っ人

高齢者の日常の“ちょっとした困りごと”をお手伝い

おたすけサポーターになりませんか？

　おたすけサポーターとは、高齢者の「足腰が悪く、ゴミ出しや買い物に行くのが大変になってきた」、
「少し高い所の掃除が大変」「誰かとおしゃべりしたいけど相手がいない」などのちょっとした困りごと
に対し、支援をする有償ボランティアです。
　社会の中で役割を持ち、人と交流することは、ご自身の健康維持にもつながります。お一人での活動
はもちろん、友人や地域の仲間と一緒にも活動できます。自分のペースでできるので、無理なく活動で
きます。専門的な技術や知識は必要ありません。あなたにもできることから、はじめてみませんか？

高齢者の暮らしと介護についてのアンケート調査結果について 6

令和7年11月に実施した「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査等」の結果から今回は、
「介護を理由とする働き方の変化」「仕事と介護の両立に必要な支援」を紹介します。

 介護支援課 介護保険担当　☎0553-32-5066

　「特に行っていない」が40.8％で、介護のためになんらかの調整を行いながら64.6％の介護者の方が働いてい
ることがわかりました。

主な介護者の方は、介護をするにあたって、何か働き方についての調整等をしていますか。Q
0 10 20 30 40 50

　「介護休業・休暇等の制度の充実」が27.7％、次に「自営業・フリーランス等のための制度の充実」が27.2％と多
くなっています。仕事と介護を両立できる制度を利用しやすい職場づくりが事業主に求められています。(改正
育児･介護休業法より)

主な介護者の方は、勤め先からどのような支援があれば、仕事と介護の両立に効果があると思います
か。（○は３つまで）Q

0 5 10 15 20 25 30

無回答

主な介護者に確認しないと、わからない

特にない

その他

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

仕事と介護の両立に関する情報の提供

働く場所の多様化（在宅勤務・テレワークなど）

介護をしている従業員への経済的な支援

制度を利用しやすい環境（職場）の整備

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）

自営業・フリーランス（企業等に属さず個人で
仕事を請け負う場合）等のための制度の充実

介護休業・介護休暇等の制度の充実 27.7

27.2

20.7

19.0

7.1

2.2

15.2

13.0

6.0

5.4

3.8

3.8

おたすけサポーターになるには、養成講座を受講し、登録が必要です。

日　時  10月5日（月）　午後1時30分～4時　
会　場  塩山保健福祉センター　多目的ホール
内　容  「甲州市の高齢者の現状／高齢者への理解」　「ボランティアについて」 など
対　象  市内在住でおたすけサポーターの活動にご協力いただける方、興味のある方
定　員  20名　　 受講料  無料
申し込み方法  電話または甲州市社会福祉協議会のホームページの専用フォーム

 甲州市社会福祉協議会 甲州市生活支援サポートセンター（☎0553-34-8195）
申し込み締め切り  9月28日（月）

※個別の養成講座も受け付けています。甲州市生活支援サポートセンターまでご相談ください。

おたすけサポーター養成講座

困った時はお互いさま！の気持ちで続けています。

「ありがとう」と感謝されると嬉しいです。
年上の先輩の生き方・お言葉は勉強になります。

「活動されているおたすけサポーターの声」

ゴミ出し 掃除 買い物代行 外出の付き添い 話し相手

お手伝い内容（例）：軽度で専門性を要しない活動

専用フォームはこちら
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ご存知ですか？

＼ 対象となるか分からない方でも、お気軽にご相談ください。／

認知症について「最近少し気になるな」と思ったら相談する方が増えています。
市内において、介護保険を申請した方のうち認知症を理由に申請した方は1,369名（令和7年度高齢者福祉基礎
調査より）おり、約10人に1人が認知症になる可能性があります。
認知症の症状がではじめたら「早期発見」「早期診断」「早期対応」が大切です。
ご家族や身近な方にこんなことはありませんか？

認知症初期集中支援チームは、認知症が疑われる方や認知症の方、医療機関や介護サービスの拒否により支援
が進まない方、そのご家族の皆さんが安心して生活できるよう、医療と介護の専門職※がご自宅を訪問し、おお
むね6ヵ月間サポートするチームです。
※専門職とは、認知症専門医（日下部記念病院医師）、認知症サポート医、保健師、社会福祉士等で構成されるチームです。

認知症初期集中支援チームとは？

相談 ⇒ ご自宅へ訪問 ⇒ 集中的な支援・専門職の定期訪問（おおむね6ヵ月） ⇒ 支援終了（介護サービスや医療
機関の支援につながる・地域での見守り）
※支援終了後は、地域包括支援センターやケアマネジャーなどが継続して支援します。

[主な支援内容]
・医療機関への受診のお手伝い
・介護サービスの利用に関する支援
・生活しやすい環境づくりのお手伝い
・介護者（家族）への支援
・症状に合った対応のアドバイス

相談から支援までの流れ

 介護支援課 高齢者支援担当　☎0553-34-5434 介護支援課 高齢者支援担当　☎0553-34-5434

娘と2人暮らしの花子さんはもの忘れが徐々に進
行し、生活への支障が出ていましたが認知症の受

診を拒否していました。かかりつけ医からの勧めで、娘が市
に相談し認知症初期集中支援事業の利用が始まりました。
その後チーム員が自宅へ訪問し、本人や家族から困りごとを
聞きながら、認知症専門医等と情報を共有し、認知症の受診
に向けた支援を6ヵ月間実施しました。

最初は受診をためらっていた花子さんも、専門職
が支援したことで安心して受診することが出来
ました。また、受診につながったことで内科的な症状も見つ
かり、訪問診療を導入しました。各専門職が連携して支援を
行い、家族ともに安心して在宅生活を続けられるようになり
ました。

─　甲州花子さん（89歳）の場合　─

外へあまりでなくなった

同じものを何度も買うようになった

本人がサービスの介入や病院受診を
拒否している

認知症の症状が強くなって困っている

認知症初期集中支援チームが
認知症のお困りごと・心配ごとに対応します。

無料

　人生会議とは、 自分が大切にしているもの・こと・価値観
や、「どう生きたいか・どう過ごしたいか」、病気やケガなど
誰にでも起こりうる「もしも」のために、あらかじめ自分が
望む医療やケアについて考え、自分の『想い』を大切な人（家
族や友人など）や、支えてくれる人（医療・介護の従事者）と
話し合う取り組みです。

　県央ネットやまなしでは、構成する12市町が連携して
「人生会議」に関する様々なイベントを行っています。
“「いつかのためのいつものはなし」～今日から私の人生会
議～”　と題して、映画やトークセッションを通じて、自分や大切な家族・信頼できる人と人生会議を考えるきっ
かりづくりになればとイベントを開催します。
誰にでも「いつか」あることだから、「いつも」周囲の大切な人と自分の想いを共有して、自分のためだけではなく
周りにいる大切な人のためにも人生会議を考えてみませんか。

自分の『想い』をカタチにしな
がら、大切な人や支えてくれ
る人と共有する際に使うノー
トを配布しています。ノート
作成への相談も行っていま
す。
※配布場所・相談窓口
介護支援課（高齢者支援担当）

「いつかのためのいつものはなし」
～今日から私の人生会議～

県央ネットやまなし 在宅医療・介護連携分科会主催

県央ネットやまなし　
映画上映会開催!（無料）

開催日時 10月11日（日）午後1時30分～5時（開場 午後1時）
内　　容 第1部「痛くない死に方」上映等　第2部 トークセッション 
会　　場 甲府市リッチダイヤモンド総合市民会館芸術ホール（甲府市青沼3-5-44）
定　　員 500名（先着順） ※定員になり次第締切

申込方法 9月1日（火）～30日（水）の間に申込フォーム、電話、FAXでお申し込みください。
 ※FAXの方は、氏名、フリガナ、住所、電話番号、FAX番号、車椅子席希望の有無をご記入ください。
 ※開催日の5日前（10月6日）までにハガキ（入場券）を送付しますので当日お持ちください。

ACP普及啓発イベント運営事務局　☎055-235-7666　 055-235-7672
イベント申込・申込に関する問い合わせ先

甲府市役所 地域包括支援課　☎055-237-5484
その他申込以外での問い合わせ先

©「痛くない死に方」製作委員会

第1部　映画上映「在宅医と患者と家族の物語 痛くない死に方」 第2部　トークセッション
在宅医を主人公に終末期医
療の現実を描いた作品。患
者や家族等の葛藤を通じて、
本人の意思の共有や尊重の
重要性が浮き彫りになりま
す。人生の最終段階におけ
る意思決定を考える契機と
なり、ACPの視点から自分
らしい最期を問いかけます。

在宅医 新藤 琢磨 氏（みんなのクリニック）

講　師 秋葉 峻介 氏（山梨大学）

歌　手 木山 裕策 氏

申込フォームはこちら

人生会議（ACP）について考えてみませんか？
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「動物愛護管理法」では、国民の間に広く動物の愛護と適正な飼養についての理解と関心を
深めていただくため、9月20日から26日までの一週間を「動物愛護週間」と定めています。

9月20日〜26日は動物愛護週間です

 環境課 環境対策担当　☎0553-33-4404
 山梨県 地域デザイン・新交通基盤推進局 地域・次世代交通推進グループ　☎055-223-1659

 都市整備課  都市計画担当　☎0553-32-5072

令 和 8 年 度 山 梨 県 動 物 愛 護 デ ー
1  日　時	 11月1日（日）午前11時～午後2時
2  場　所	 笛吹みんなの広場	※雨天中止
	 （笛吹市石和町松本1442-3）
3  内　容	 動物愛護および適正飼養に関する情報

提供、体験型イベント、ゲーム、
	 デモンストレーション等　など
	 （内容は変更する場合があります）

4  主　催	 山梨県、（公社）山梨県獣医師会
　	後　援	 山梨県教育委員会、山梨県市長会、
	 山梨県町村会
　 協　力	 山梨県動物愛護管理連絡協議会
5 	問合せ	 山梨県福祉保健部衛生薬務課
	 生活衛生・動物愛護担当
	 ☎055-223-1488

猫犬

犬の登録と狂犬病予防注射について

　生後91日以上の犬には、市への登録と年1回の狂犬病
予防注射が義務付けられています。また、死亡や所有者
の変更の際も市で手続きが必要です。

飼い主がわかる目印をつけましょう

　迷子の場合に連絡をとることができるよう、飼い主が
わかるものを身につけましょう。
	注射済証や鑑札を首輪につける
	首輪に鑑札番号や電話番号を書く
	マイクロチップを装着する

ふん・尿は飼い主が責任をもって
必ず始末しましょう

	他人の敷地内にふん・尿をさせない
	ふんをしたら必ず持ち帰る

【飼い主のモラル向上に努めましょう】

放し飼いはやめましょう

　犬の放し飼いは、法律で禁止されています。
　放された犬が人や動物に危害を与えるだけでなく、交
通事故に巻き込まれる恐れもあります。屋外では、必ず
リードにつないでください。

災害時に備え、ペットの防災対策を

　もし災害が起こった時に、避難先で周囲の方に迷惑に
ならないように、日頃から無駄吠えをさせないなど、最
低限のしつけをしておきましょう。また、餌や水（3～4
日分）、薬、ケージ、首輪、リード、ふんの処理袋等災害時
に必要な生活用品を備えておきましょう。

猫は室内で飼いましょう

　猫は上下運動ができる環境であれば、室内でもあまり
ストレスを感じません。交通事故や伝染病、近所へのふ
ん尿やいたずらの防止にもなります。

無責任なエサやりはやめましょう

　飼い主のいない猫へ無責任にエサを与えることは、猫
の過剰な繁殖を助長する行為です。近隣とのトラブル
の原因ともなるため、責任を持って管理できないのであ
れば、無責任なエサやりはやめましょう。
　外で暮らす猫の中には自活している猫もいます。責
任が持てないのであれば、人の手を加えずそっと見守っ
てあげてください。人と地域猫が共生していくために
過剰繁殖を避けましょう。

猫の去勢・不妊手術の助成について

　去勢・不妊手術を実施することで、望まない繁殖を防
ぐとともに、発情期の鳴き声や尿などの問題行動や迷惑
行為を抑えることができます。
　市では、手術費用の一部を助成しています。申請書は
市のホームページからダウンロードできますので、お早
めにお申し込みください。
　また、去勢・不妊手術を目的とした捕獲器の貸し出し
を行っています。詳しくは環境課へお問い合わせくだ
さい。

補助金のホームページはこちらから

勝沼地区

運行ルート

自動運転タクシーの実証走行を行います

自動運転実証 概要

運行期間（予定）

10月17日（土）〜12月25日（金）
準備運行　9月1日（火）～10月15日（木）
	 ※準備運行は乗車できません。

運行方式
オンデマンド運行（予約制）

市民の皆さまもご利用いただけます。
利用方法や予約方法は広報10月号でご案内します。是非ご活用ください。

勝沼地域で、自動運転タクシーの実証走行（ドライバーあり）を実施します。
今回の実証では、市民の皆さまにもご利用いただきながら、

安全性や利便性、運行方法を確認し、将来の地域交通サービスの充実を目指します。

Q. なぜ自動運転実証を行うのですか？
A.	近年、運転手不足や高齢化により、地域交通の維持が課題となっています。今回の実証では、自動運転技術
を活用し、生活需要と観光需要の両方を支える新しい交通サービスの可能性を確認します。

Q. 自動運転車が街なかを走っても大丈夫ですか？
A.	今回の実証は、ドライバーが乗車する「レベル2自動運転」で実施します。自動運転技術を活用して走行しま
すが、必要に応じてドライバーが運転操作を行います。実際の交通環境で安全性や運行方法を確認しながら検
証を進めます。

Q. 普段どおり道路を通行してよいですか？
A.	通常どおり通行いただけます。実証車両を見かけた際は、安全運行へのご協力をお願いします。

実証車両
ベース車両：KIA	PV5
自動運転システムメーカー：Autonomous	A2Z

※車両イメージ

自動運転レベル２自動運転レベル２
ドライバーありドライバーあり
で運行しますで運行します
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 第73回甲州市かつぬまぶどうまつり実行委員会　☎0553-32-1000

12：50～
Koji Koji Moheji
プロの手回しオルガン奏者。とても珍しい楽器な
ので是非ご覧ください。

17：00～
いとしのエリーズ
本格派サザンオールスターズトリビュートバンド。
会場で一緒に盛り上がりましょう。

ステージゲスト出演

お祭り情報はこちら▶

タイムスケジュール

収穫感謝祭（神事） 8：30～
開会セレモニー 9：30～
ぶどう村・ワイン村 10：00～
ステージショー 10：30～
神輿パレード 13：40～
護摩法要（大善寺） 15：45～
聖火隊　本体出発式 18：20～
鳥居焼き点火・花火 19：00～

　勝沼の魅力を伝えるために、宮光園を起点に文化財や歴史遺産などを巡るフットパスツアーを開催します！世
界農業遺産「峡東地域の扇状地に適応した果樹農業システム」、日本遺産「日本ワイン140年史」、「葡萄畑が織りな
す風景」について、現地を巡りながら解説します。

主　催　勝沼コンシェルジュ
共　催　勝沼フットパスの会、甲州市教育委員会生涯学習課文化財担当、ワイン文化日本遺産協議会、
　　　　NPO法人 勝沼文化研究所
後　援　峡東ワインリゾート推進協議会

開催日時　10月3日（土）
〈 午前の部 〉
午前9時〜11時30分（午前8時30分受付開始）

〈 午後の部 〉
午後1時〜3時30分（午後0時30分受付開始）
集合場所　宮光園（勝沼町下岩崎1741）
駐車場　宮光園協定駐車場、ぶどうの国文化館駐車場
参加費　1人300円（入館料・資料代・保険代等）
定　員　各部15名程度（先着順）

コース「ワインの歴史コース」
宮光園（市指定有形文化財）【集合・出発】▶シャトー・
メルシャン資料館（県指定有形文化財）▶龍憲セラー

（国登録有形文化財）▶ぶどう冷蔵庫▶ぶどう橋▶勝
沼中央公園（まつりメイン会場）【解散】
申込方法
9月1日（火）〜28日（月）の間に電話で氏名・住所・電
話番号をご連絡ください。※定員になり次第、締め切
ります。

令和8年度第73回甲州市かつぬまぶどうまつり同時開催
日本遺産・世界農業遺産認定 ぶどうとワインのまちを巡る勝沼フットパスを開催します！

●市では商店街の活性化と空き店舗の有効活用を図るため、空き店舗を利用した事業者に補助金を交
付します。ただし、事業着手前に、補助金の交付決定を受ける必要があります。そのため、補助金交
付決定前に、改修業者との契約の締結、工事の発注、支払いなど事業の着手をおこなってしまうと、補
助金の対象外となりますのでご注意ください。

●補助対象事業者
小売業、飲食業その他サービス業を営む予定の方
※ただし、風俗営業等の規制および業務の適正化等に関する法律に定める営業を行おうとする方でないこと。
●補助限度額（補助率2分の1） 
建物改修費（外装、内装、設備等の工事） 最大50万円 
店舗賃借料 （営業開始日の属する月の翌月分から当該年度の3月分まで） 月額最大5万円
※その他、条件内容や対象エリアなど、申請に関することは、市ホームページをご覧ください。
●申し込み締め切り　12月28日（月）まで ※予算がなくなり次第終了となりますので、お早めにご相談ください。
創業に関する相談は、随時受付けていますのでご連絡ください。

 観光商工課 ワイン・商工振興担当　☎0553-32-5091

甲州市商店街空き店舗対策費補助金の利用者を募集中
市では意欲ある新規出店希望者を全力で応援します！ 

 生涯学習課 文化財担当　☎0553-32-5076

特殊なゴーグルをかけることで、目の前に立体映像の世界が広がる技術「VR（バーチャル
リアリティ）」。世界的に活躍するVRアーティストのせきぐちあいみさんをお招きしま
す。何もない空間に絵を描き出していく圧巻のパフォーマンスをぜひご覧ください！ 

入場無料  立体的な映像を描く！せきぐちあいみさんによるVRアートライブを開催

日　時　10月3日（土） 午後1時開場。午後1時30分開演。（約20分のパフォーマンス）
場　所　勝沼市民会館 2階
定　員　満席になり次第、受付終了
駐車場　同日開催のぶどうまつりの駐車場を
 ご利用ください。
※せきぐちあいみさんによるVRアートワークショップも
　あります。詳しくはP33をご覧ください。（12月開催）

 政策秘書課 政策調整担当
 　☎0553-32-2111（内線 2112）

せきぐち あいみ
甲州市ミライ創造大使。
仮想空間に絵を描く「VRアー
ト」の第一人者として活躍中。
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甲州市の「ホット」なできごとを紹介します！

　6月14日に開催された「第30回山梨中央銀行杯山梨県ママさんバ
レーボール大会」で初優勝を果たした塩山南チームが、7月14日に市
長を表敬訪問しました。24チームが参加した今大会で、決勝では貢
竜クラブを2対0で破り、見事栄冠を手にしました。チームは10月に
茨城県で行われる関東大会に出場します。今後のさらなる躍進が期
待されます。

ママさんバレー塩山南チーム
山梨中央銀行杯を制し表敬訪問

　7月23日、市は奥野田小学校の一室を改修し、「奥野田第二児童ク
ラブ」を開所しました。児童数の増加などに伴い、奥野田公民館で活
動している奥野田児童クラブに加えて、新たに活動場所を確保する
ため、学校施設を活用しました。新たな児童クラブの整備により、こ
どもたちが安心して過ごせる居場所の充実につながりました。

こどもたちの居場所を整備
奥野田第二児童クラブを開所

　7月9日、勝沼小学校で、アスリートと子どもたちをつなぐ「アス
リーチ」の取り組みとして、やり投げ選手の若生拳太選手による授業
が行われました。若生選手は、ボールを遠くに飛ばすポイントなど
を実技を交えて指導。また、難病を患った経験にも触れ、考え方を変
えて前向きに挑戦する大切さを伝えました。児童たちは真剣に耳を
傾け、貴重な学びの時間となりました。

アジアパラ競技大会日本代表選手から学ぶ
若生拳太選手による特別授業を実施

　7月19日、市スポーツ協会は第79回山梨県体育祭の各競技に出場
する選手を激励するため、壮行会を行いました。第79回山梨県体育
祭り夏秋季大会は、9月12日〜23日を中心会期に、県内各地で開催
されます。市の部6位だった昨年、一昨年以上の成績を目指し、23競
技410人の選手が大会に臨みます。選手たちの健闘とさらなる活躍
が期待されます。

　7月25日〜26日、富津市スポーツ少年団との交流事業を実施しま
した。今年は、甲州市が富津市へ訪問をし、軽スポーツ交流会、潮干
狩り等を行いました。本事業は、両市のスポーツ少年団員がスポー
ツを通じて、お互いの自然環境、文化の違いを認識し、友好都市であ
る両市の親睦や理解を深めることを目的としています。今後も、お互
いのスポーツ少年団活動が活発になるよう交流を続けていきます。

富津市・甲州市スポーツ少年団交流事業

　7月28日、甲州市安全安心アドバイザーとして廣川勉氏に委嘱状
を交付しました。安全安心アドバイザーは、学校や保育施設などの
公共施設における安全対策をはじめ、地域の防犯・安全対策に関する
事業を行います。元警察官である廣川氏には、長年培った防犯に関
する知識や経験を生かし、関係機関や地域住民と連携しながら、地域
の安全・安心の向上に取り組んでいただきます。

安全で安心して暮らせるまちづくりを推進
甲州市安全安心アドバイザーを委嘱

第79回山梨県体育祭
甲州市選手団 団結式および壮行会を開催

　7月18日、アルカディア市ヶ谷で、首都圏甲州市県人会の総会およ
び懇親会が開催されました。参加した67名の会員同士が活発に意
見交換を行い、近況や甲州市の話に花を咲かせながら交流を深めま
した。会員同士の親睦を図るとともに、本市への思いを共有し、今後
の発展について語り合う機会となりました。

つながりを力に更なる発展へ
首都圏甲州市県人会を開催

　8月1日、甲州市生涯学習市民協議会は「甲州市ふるさとかるた」を
使った夏休みかるた大会を開催しました。甲州市ふるさとかるたは、
市の歴史や文化、自然など、甲州市の魅力を題材にしたかるたです。年
長クラスから小学校6年生までが参加し、読み札が読まれると素早く
札を取り合うなど、暑い夏に負けない熱戦が繰り広げられていました。

ふるさとの魅力をかるたで学ぶ
夏休み！かるた大会

　8月7日、ぶどうの丘において、「甲州市原産地呼称ワイン認証制度
審査会」が行われました。この制度は市内で収穫されたぶどうを市
内の自社で醸造、原料ぶどうの「原産地」を消費者に保証するための
ものです。今回は白7点、赤3点が認証されました。

厳正なる審査で品質を保証
原産地呼称ワイン認証制度審査会

　8月8日、第33回ふるさと大和夏まつりが市役所大和支所駐車場
で開催されました。地元の方々が焼き鳥や焼きそばなどの屋台を出
店したほか、流しそばや軽スポーツのブースも設けられました。会
場では盆踊りや和太鼓の演奏も披露され、多くの方が来場しました。
子どもから大人までふれあい、笑顔あふれる夏の夜となりました。

夏の夜に広がる笑顔
第33回ふるさと大和夏まつり

　市は7月28日に発生した令和8年熊本地震で被害を受けた熊本県熊本市に8月8日から14日の7日間、職員2名を派遣しました。派遣さ
れた2名は現地で避難所運営支援にあたりました。また、派遣終了後の8月19日には市長に派遣活動の報告を行いました。

熊本地震被災地へ職員を派遣

TOPICS

派遣された2名の職員 現地で配給を行う様子 市長への活動報告の様子
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 税務課 収納担当　☎32-5074

お忘れにならないようご注意ください。

※口座振替の方は、9月30日（水）に振替えますので、前日ま
でに残高をご確認ください。

※納税相談を税務課収納担当窓口にて随時行っています。

99月月3030日（水）日（水）が納期限です。

国民健康保険税第3期の納期限について

お
知
ら
せ

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の
お
願
い

◎ 

相
続
人
代
表
者
の
届
出
は
お
早
め
に

 

固
定
資
産（
土
地・家
屋
等
）の
所
有
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、相
続
登
記
の
手
続

き
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、「
相
続
人
代

表
者
指
定
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。
お

手
元
に
書
類
が
届
き
ま
し
た
ら
、速
や
か

に
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

家
屋
を
新
築（
増
築
）さ
れ
た
方
へ

 

令
和
８
年
１
月
２
日
以
降
に
家
屋
を
新

築（
増
築
）さ
れ
た
方
に
は
、評
価
額
算
出

の
た
め
、家
屋
調
査
の
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
。

調
査
日
時
は
事
前
に
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎ 

家
屋
を
滅
失
さ
れ
た
方
へ

 

今
ま
で
建
っ
て
い
た
家
屋
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、そ
の
年

内
中
に
税
務
課
ま
で
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

届
出
の
あ
っ
た
家
屋
は
、
現
地
調
査・
確

認
の
上
、翌
年
度
か
ら
取
り
壊
し
部
分
が

課
税
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◎ 

自
然
災
害
等
に
被
災
さ
れ
た
場
合

 

被
災
者
が
各
種
被
災
者
支
援
を
受
け
る

た
め
に
は
、罹
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
職
員
が
住
家

の
被
害
認
定
調
査
を
行
い
ま
す
が
、そ
の

前
に
建
物
の
除
去
や
被
害
箇
所
の
修
理
、

片
付
け
等
を
し
て
し
ま
う
と
調
査
が
困

難
と
な
る
た
め
、あ
ら
か
じ
め
可
能
な
限

り
被
害
状
況
の
写
真
撮
影
を
実
施
し
、保

存
し
て
お
い
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※ 

被
害
状
況
の
撮
影
上
の
留
意
点
等
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎ 

大
型
特
殊
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
へ

 

大
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
場

合
、償
却
資
産
の
課
税
対
象
と
な
り
、固

定
資
産
税
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
次
の
基
準
に
よ
り
償
却
資
産
に
該

当
し
た
場
合
は
、毎
年
１
月
31
日
ま
で
に

償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申
告
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

● 

大
型
特
殊
自
動
車
に
つ
い
て

道
路
運
送
車
両
法
第
３
条
で
定
め
る「
大

型
特
殊
自
動
車
」は
、主
に
建
設
等
の
た

め
の
機
械
と
し
て
車
両
や
無
限
軌
道
等

を
も
っ
て
陸
上
を
移
動
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、自
動
車
税
の
課

税
対
象
で
は
な
く
、
固
定
資
産
税（
償
却

資
産
）の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

〇 

一
般
用
、建
設
用

シ
ョ
ベ
ル・
ロ
ー
ダ
、
タ
イ
ヤ・
ロ
ー
ラ
、

ロ
ー
ド・ロ
ー
ラ
、グ
レ
ー
ダ
、ア
ス
フ
ァ

ル
ト・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
、
タ
イ
ヤ・
ド
ー

ザ
、
ダ
ン
パ
、
フ
ォ
ー
ク・
リ
フ
ト
、
ホ

イ
ー
ル・ク
レ
ー
ン
等
で
次
の
い
ず
れ
か

に
当
て
は
ま
る
も
の
は
大
型
特
殊
自
動

車
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

 

長
さ
４・７
ｍ
を
超
え
る
も
の

 

幅
１・７
ｍ
を
超
え
る
も
の

 

高
さ
２・８
ｍ
を
超
え
る
も
の

 

最
高
速
度
15
㎞
／
h
を
超
え
る
も
の

● 

農
耕
作
業
用

農
耕
ト
ラ
ク
タ
、農
業
用
薬
剤
散
布
車
等

で
、
最
高
速
度
35
㎞
／
h
を
超
え
る
も

の（
サ
イ
ズ
等
は
基
準
な
し
）。

● 

そ
の
他

ポ
ー
ル・ト
レ
ー
ラ
等

※ 

大
型
特
殊
自
動
車
の
基
準
を
超
え
な
い

も
の
は「
小
型
特
殊
自
動
車
」と
な
り
、公

道
で
の
走
行
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
軽
自

動
車
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
税
務
課

市
民
税
担
当
で
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、自
動

車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
対
象
に
な

る
車
両
は
、固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）に

は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
申
告
の
際
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

 

税
務
課 

資
産
税
担
当

☎
32
‐
５
０
６
５

e
L
T
A
X
シ
ス
テ
ム
更
改
に
伴
う

サ
ー
ビ
ス
停
止
の
お
知
ら
せ

 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
シ
ス
テ
ム
更
改
に
伴
い
、

次
の
期
間
中
、サ
ー
ビ
ス
が
停
止
と
な
り

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間
中
は
、ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
や
ｅ
Ｌ
‐
Ｑ
Ｒ
を
利
用
し
た
地

方
税
の
電
子
申
告
、電
子
納
付
等
の
手
続

き
が
で
き
な
い
た
め
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

● 

サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間

９
月
19
日（
土
）午
前
０
時
～
24
日（
木
）

午
前
８
時
30
分（
予
定
）

※ 

９
月
19
日（
土
）～
23
日（
水・
祝
）は
休・

祝
日
中
の
作
業
と
な
り
ま
す
。

● 
サ
ー
ビ
ス
停
止
に
伴
い
利
用
不
可
と
な

る
手
続
き
例

 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
た
電
子
申
告・電

子
納
付
等

 

ｅ
Ｌ
‐
Ｑ
Ｒ
や
ｅ
Ｌ
番
号
を
利
用
し
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付（
地
方
税
お
支
払

サ
イ
ト・ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
納
付
）

 

Ｏ
Ｓ
Ｓ（
自
動
車
保
有
関
係
手
続
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）を
利
用
し
た
電
子

申
告
に
伴
う
電
子
納
付

※ 

９
月
24
日（
木
）か
ら「
地
方
税
お
支
払
い

サ
イ
ト
」は「
ｅ
Ｌ
お
支
払
サ
イ
ト
」に
名

称
変
更
予
定
で
す
。
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担
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 市民課 住民記録・戸籍担当　☎0553-32-5061

 環境課 環境対策担当　☎0553-33-4404

支所でできる手続き
・マイナンバーカードの電子証明書の更新（有効期限通知書が届いたときなど）
・暗証番号の初期化・再設定・変更（暗証番号がロックされてしまったときなど）
・券面記載事項の変更（転居や結婚などで住所や氏名が変わったとき）

お問合せ先
・勝沼支所 市民福祉・地域担当　☎0553-44-1111
・大和支所 市民福祉・地域担当　☎0553-48-2111

注意事項
・マイナンバーカード本体の交付や申請等の手続きは、市役所本庁舎市民課のみとなります。
・代理人の手続きは即日できない場合があります。
・持ち物・代理人のお手続き等詳細はお問い合わせください。

こそあどの森で暮らす主人公・スキッパーと大昔から来た少
女・ハシバミの交流を通して、人と人とのつながりの大切さを描
きます。勇気を出して想いを仲間に伝え、行動することの大切
さを教えてくれる物語です。
日　時 	 12月27日（日）午後4時開演（午後3時15分開場）
会　場 	 甲州市民文化会館	ホール
入場料 	 S席6,000円・A席5,000円・B席4,000円

	 （3歳以上有料/2歳以下の着席鑑賞は有料）
チケット発売開始について

●	先行発売（甲州市民限定）　10月6日（火）午前9時~
　※市内に在住を証するものが全員分必要です

●	一般発売　10月14日（水）午前9時~
販売場所 	 甲州市民文化会館　窓口
販売時間 	 午前9時~午後5時（月曜・休館日を除く）
※チケット購入は、一人5枚まで
※急遽公演の中止や詳細が変更になる場合がございます。
　	あらかじめご了承ください。

主　催 	 甲州市教育委員会	
生涯学習課	公民館担当
お問合せ先  甲州市民文化会館　
☎	0553-32-1411

撮影:阿部	章仁

劇団四季ファミリーミュージカル

『 は じ ま り の 樹 の 神 話 』
クビアカツヤカミキリ被害拡大を防ぐため
樹木の薬剤散布（無料）を実施します

　サクラやウメなどのバラ科の樹木を枯らす特定外
来生物「クビアカツヤカミキリ」の被害防止のため、市
では対象樹木への薬剤散布を実施します。
　ご家庭で対象樹木を所有・管理されている方は、広
報こうしゅう9月号同封の「折り込みチラシ兼防除申請
書」をご確認のうえ、期日までにお申し込みください。
※すでに消毒・薬剤散布を実施済みの樹木については、申請（実施）

の必要はありません。

対象樹木  サクラ、ウメ、モモ、スモモ、ハナモモ、ア
ンズ、サクランボ（農地を除く）

費　用  無料（市の委託業者が散布します）
申込方法  同封の「防除申請書」に必要事項を記入

し、提出してください。
　　　　　 LoGoフォームでも提出でき

ます。
申込締切  9月11日（金）必着

　　　　　 【詳細は同封のチラシをご覧ください】
※薬剤散布などの詳細は、本号と同封の折り込みチラシをご確認

ください。

相

　談

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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申込はこちら

手話紹介コーナー

 福祉総合支援課 障害福祉担当 ☎32-5067

親指と人さし指で、眉間をつま
む（「迷惑」の意味）。頭を下げ
ながら、顔の前に構えた手を前
に出す。

ごめんなさい今月の手話

～手話をやってみよう!～

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

対
象
に
な
る
方
へ
の
ご
案
内

 

９
月
上
旬
か
ら
、日
本
年
金
機
構
よ
り
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
令
和
９
年
１
月
４
日
ま
で

に
届
く
よ
う
、同
封
の
は
が
き
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

※ 

現
在
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
手
続
き
不
要
で
す
。

 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

 

65
歳
以
上
で
あ
る

 

世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
と

な
っ
て
い
る

 

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
の
合
計
が

昭
和
31
年
４
月
２
日
以
後
に
お
生
ま
れ

の
方
は
90
万
９
千
円
以
下
、
昭
和
31
年

４
月
１
日
以
前
に
お
生
ま
れ
の
方
は

90
万
６
千
７
百
円
以
下
で
あ
る

 

障
害
基
礎
年
金・遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方

 

前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
９
万
４
千
円

以
下
で
あ
る

 

日
本
年
金
機
構
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
05
‐
４
０
９
２

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

川
柳
作
品
募
集

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
、川
柳
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

● 

テ
ー
マ
　「
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」

 

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者（
75
歳
以
上
の
方
ま
た
は
65
歳
～
74

歳
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
）

令
和
９・10
年
度

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

 

甲
州
市
地
域
福
祉
計
画
の
進
行
状
況
の

確
認
や
見
直
し
、推
進
の
た
め
の
方
策
な

ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
た
だ
く
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

● 

募
集
人
員

若
干
名（
委
員
総
数
は
15
名
以
内
）

● 

任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

 

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

 

市
内
に
在
住
す
る
方

 

市
の
地
域
福
祉
に
つ
い
て
関
心
や
ご
意

見
を
お
持
ち
の
方

 

令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
で
満
18
歳
以

上
の
方

 

平
日
開
催
の
会
議（
年
に
２
～
３
回
を
予

定
）に
出
席
で
き
る
方

※ 

常
勤
の
公
務
員
の
方
は
除
き
ま
す
。

 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の

テ
ー
マ
に
よ
る
作
文（
様
式
自
由
8
0
0

字
程
度
）を
添
付
し
、郵
送
ま
た
は
持
参

に
よ
り
福
祉
総
合
支
援
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

 

テ
ー
マ

「
甲
州
市
の
地
域
福
祉
推
進
に
向
け
た
私

の
意
見
」

※ 

提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
期
間

９
月
１
日（
火
）～
18
日（
金
）

● 

選
考

選
考
委
員
会
を
開
催
し
、提
出
さ
れ
た
書

類
を
基
に
審
査
し
ま
す
。

選
考
が
終
了
次
第
、郵
送
に
よ
り
本
人
宛

て
に
通
知
し
ま
す
。

● 

そ
の
他

● 

募
集
期
間

９
月
１
日（
火
）～
10
月
15
日（
木
）

 

作
品（
１
人
２
点
ま
で
）、
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、電
話
番

号
を
郵
送（
は
が
き
）ま
た
は
メ
ー
ル（
件

名
は「
川
柳
応
募
」と
し
て
く
だ
さ
い
。）

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※ 

展
示
等
で
お
名
前
を
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
本
名
で
の
記
載
を
希

望
さ
れ
な
い
方
は
、必
ず
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

お
書
き
く
だ
さ
い
。

※ 

記
載
し
た
個
人
情
報
は
本
事
業
以
外
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

※ 

受
賞
者
に
は
令
和
９
年
１
月
頃
ま
で
に

通
知
予
定
で
す
。

● 
応
募
先

〒
４
０
０
‐
８
５
８
７

甲
府
市
蓬
沢
１
丁
目
15
番
35
号

山
梨
県
自
治
会
館 

２
階

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

総
務
担
当
宛
て

kouho2026@
yam

anashi-iryoukouiki.jp
 

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
５
５
‐
２
３
６
‐
５
６
７
１

第
20
回
甲
州
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

 

甲
州
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
で

は
、11
月
11
日
に
行
わ
れ
る
０
～
２
歳
児

の
親
子
を
対
象
と
し
た「
甲
州
こ
ど
も

フ
ェ
ス
タ
」に
て
、フ
ェ
ス
タ
の
運
営
を

お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
マ
マ・パ
パ
を
応
援
し
た
い

方
や
子
育
て
事
業
に
関
心
の
あ
る
方
な

申
込
書
は
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

電
子
デ
ー
タ
を
ご
希
望
の
場
合
は
、ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

 

福
祉
総
合
支
援
課

重
層
的
支
援・地
域
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
２
７

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
12
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
に
つ
い
て

 

令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

① 

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
者

② 

戦
没
者
等
の
子

※ 

戦
没
者
の
子
に
限
り
、
胎
児
も
含
み
ま

す
。

③ 

戦
没
者
等
の
父
母
、孫
、祖
父
母
、兄
弟
姉

妹
※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、順
番
が
入
れ

替
わ
り
ま
す
。

④ 

右
記
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３
親

等
内
の
親
族（
甥
、姪
な
ど
）

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

に
限
り
ま
す
。

● 

支
給
内
容

額
面
27
万
５
千
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債

● 

請
求
期
間

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

※ 

期
限
を
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

ど
、イ
ベ
ン
ト
に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

 

11
月
11
日（
水
）

 

午
前
10
時
～
正
午

 

塩
山
ふ
れ
あ
い
館

 

18
歳
以
上
で
子
育
て
に
興
味
の
あ
る
市

内
在
住
の
方

※ 

赤
ち
ゃ
ん
を
だ
っ
こ
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

● 

募
集
定
員
　
10
名（
先
着
順
）

 

９
月
１
日（
火
）～
30
日（
水
）の
間
に
応

募
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　 （
の
び
の
び
チ
ビ
ッ
コ
ひ
ろ
ば
）

☎
44
‐
5
5
1
4

９
月
15
日
は「
老
人
の
日
」、

９
月
15
日
～
21
日
は「
老
人
週
間
」で
す

 

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
し
て
き
た

高
齢
者
を
敬
愛
す
る
た
め
、９
月
15
日
を

「
老
人
の
日
」、９
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で

の
１
週
間
を「
老
人
週
間
」と
し
て
、全
国

で
敬
老
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
で
は
、令
和
８
年
度
中
に
１
０
０
歳
に

な
ら
れ
る
方
を
対
象
と
し
て
、９
月
19
日

に
市
長
お
よ
び
福
祉
関
係
者
に
よ
る
慶

祝
訪
問
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、９
月
15

日
現
在
88
歳
の
方
お
よ
び
１
０
１
歳
以

上
の
方
に
お
祝
い
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

※ 

お
祝
い
金
の
贈
呈
は
、引
き
続
き
１
年
以

上
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
対
象
で

す
。

※ 

国
債
の
お
渡
し
は
、請
求
し
て
か
ら
１
年

ほ
ど
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課

重
層
的
支
援・地
域
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
２
７

障
害
基
礎
年
金
に
て

受
給
し
て
い
る
方
の「
受
給
者
証
」

更
新
手
続
変
更
に
つ
い
て

 

こ
れ
ま
で
障
害
基
礎
年
金
に
て
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、毎
年
10
月
に
受
給
者
証
の

更
新
申
請
書
等
を
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
が
、令
和
８
年
度
よ
り
、障

害
基
礎
年
金
の
状
況
や
加
入
保
険
が
公

簿
確
認
で
き
る
場
合
は
、更
新
申
請
書
等

の
提
出
が
不
要（
自
動
更
新
）と
な
り
ま

す
。

た
だ
し
、資
格
要
件
や
保
険
情
報
の
確
認

書
類
等
が
必
要
な
方（
社
会
保
険
等
に
ご

加
入
の
方
）に
は
、従
来
通
り
申
請
書
類

を
発
送
し
ま
す
の
で
、期
日
ま
で
に
返
送

を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

所
得
超
過
に
よ
り
却
下
と
な
る
方
は
別

途
通
知
し
ま
す
。

※ 

自
動
更
新
の
対
象
者
に
は
、10
月
初
旬
に

受
給
者
証
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

障
害
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
６
７

※ 

市
内
在
住
の
今
年
度
の
新
１
０
０
歳
の

方
は
、８
月
１
日
現
在
で
24
名
で
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課

重
層
的
支
援・地
域
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
２
７

「
生
ご
み
処
理
容
器・処
理
機
」の

購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す

 

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
や
資
源

化
を
推
進
す
る
た
め
、処
理
容
器
や
電
動

処
理
機
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

● 

補
助
の
内
容

① 

生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
等
）

 

補
助
額
　
購
入
金
額
の
２
分
の
１

　 （
上
限 

５
，０
０
０
円
）

 

基
数
　
１
世
帯
に
つ
き
２
基
ま
で

② 

生
ご
み
処
理
機（
電
動
式
）

 

補
助
額
　
購
入
金
額
の
２
分
の
１

　 （
上
限
２
万
円
）

 

基
数
　
１
世
帯
に
つ
き
１
基
ま
で

※ 

１
，０
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

と
な
り
ま
す
。

 

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
で
世
帯

全
員
に
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

※ 

過
去
に
補
助
を
受
け
て
い
て
も
、容
器
は

３
年
、
処
理
機
は
５
年
が
経
過
し
、　
使

用
に
耐
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
再
度
対

象
と
な
り
ま
す
。

 

補
助
金
交
付
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添

え
て
、窓
口
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

領
収
書
の
写
し

 

設
置
後
の
写
真

 

保
証
書
の
写
し（
※
電
動
式
の
み
）

 

振
込
先
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の
の
写

し
※ 

令
和
８
年
度
中
に
購
入
し
た
製
品
が
対

象
で
す
。

※ 

予
算
上
限
に
達
し
次
第
、受
付
を
終
了
し

ま
す
。
購
入・申
請
を
ご
検
討
中
の
方
は

お
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

 

環
境
課 

環
境
対
策
担
当

☎
33
‐
４
４
０
４

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

27 26令和 8 年 9 月広 報 こうしゅう



有
料
広
告

申
込
不
要

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症
の
ご
本
人

と
そ
の
家
族
、高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

ご
家
族
、ま
た
は
地
域
の
方
な
ど
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
、集
え
る
場
所
で
す
。

飲
み
物
を
片
手
に
お
互
い
に
情
報
交
換

や
交
流
を
し
た
り
、認
知
症
に
詳
し
い
専

門
職
ス
タ
ッ
フ
に
、認
知
症
の
こ
と
や
介

護
の
こ
と
、日
々
の
生
活
で
心
配
な
こ
と

な
ど
を
相
談
し
た
り
し
な
が
ら
、ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

 

９
月
10
日（
木
） 

毎
月
第
２
木
曜
日

 

午
前
10
時
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

 

１
０
０
円（
飲
み
物・お
菓
子
代
）

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

社
会
福
祉
法
人
光
風
会 

光
風
園

☎
33
‐
７
５
１
１

甲
州
市
観
光
商
工
振
興
協
議
会
よ
り

桜
関
連
事
業
の
お
知
ら
せ

 

桜
を
本
市
の
重
要
な
観
光
資
源
と
し
て

位
置
付
け
、「
保
全
」と「
活
用
」の
両
面
か

ら
桜
関
連
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
は
、市
民
や
団
体
の
皆
さ
ま

が
取
り
組
む
桜
の
保
全
活
動
や
、桜
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、桜
の
苗
木
を
配
布
し
ま
す
。

● 

補
助
金
の
内
容

① 

市
内
桜
の
名
所
保
全・観
覧
環
境
整
備
補

助
金

農
業
カ
メ
ラ
マ
ン
網
野
文
絵
氏

「
世
界
農
業
遺
産
写
真
展
」

 

昨
年
に
続
き
今
年
も
本
市
出
身
の
プ
ロ

の
農
業
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
る
網
野
文
絵

氏
に
よ
る
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。
今

回
は
、令
和
４
年
に
世
界
農
業
遺
産
に
登

録
認
定
さ
れ
た「
峡
東
地
域
の
扇
状
地
に

適
応
し
た
果
樹
農
業
シ
ス
テ
ム
」に
関
連

す
る
写
真
展
で
す
。
峡
東
地
域
の
果
樹

地
帯
の
美
し
い
写
真
や
、農
家
の
皆
さ
ま

の
日
々
の
農
作
業
の
写
真
を
始
め
、峡
東

地
域
の
世
界
農
業
遺
産
を
楽
し
く
学
べ

る
写
真
展
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

10
月
１
日（
木
）～
令
和
９
年
２
月
28
日（
日
）

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

月
曜
日
、祝
日
は
休
館
日
で
す
。

 

甲
州
市
民
文
化
会
館

１
階 

歴
史
民
俗
資
料
室

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

 

計
量
法
に
基
づ
き
、一
定
の
期
間
を
経
過

し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す
。

該
当
す
る
ご
家
庭
に
は
、委
託
業
者
が
交

換
作
業
に
伺
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
交
換
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、

事
前
に
文
書
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

メ
ー
タ
ー
交
換
に
よ
る
、お
客
様
の
費
用

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

交
換
期
間
　
９
月
～
10
月
の
間

● 

委
託
業
者
　
市
水
道
事
業
協
力
会
14
社

㈲
秋
山
設
備
、塩
山
ヒ
タ
チ
商
会
、

 

協
議
会
に
登
録
さ
れ
た「
桜
の
名
所
」の

所
有
者
ま
た
は
管
理
者

 

対
象
経
費
　
消
毒
、
枯
木
伐
採・
枯
枝
整

理
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、来
場
者
誘
導
お
よ

び
安
全
対
策
等

※ 

補
助
金
の
申
請
は
、事
前
に「
桜
の
名
所
」

の
登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

登
録
に
は
、「
甲
州
市
内
に
所
在
し
、観
光

客
及
び
見
物
人
が
桜
を
観
覧
で
き
る
場

所
で
あ
る
こ
と
」な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。

② 

桜
関
連
イ
ベ
ン
ト
補
助
金

 

各
種
団
体
等

 

対
象
事
業
　
桜
を
活
用
し
た
観
光
誘
客

や
地
域
の
賑
わ
い
創
出
を
目
的
と
す
る

イ
ベ
ン
ト

 
対
象
経
費
　
会
場
設
営
費
、
広
報
宣
伝

費
、備
品
借
上
料
等

③ 

桜
の
苗
木
配
布

市
内
で
桜
を
育
て
て
い
た
だ
け
る
方
を

対
象
に
、桜
の
苗
木
を
配
布
し
ま
す
。
配

布
本
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、希

望
者
多
数
の
場
合
は
調
整
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

な
お
、苗
木
は
準
備
が
整
い
次
第
、順
次

配
布
し
ま
す
。

※ 

①・②
の
補
助
率
は
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
で
補
助
限
度
額
は
10
万
円

で
す
。

 

９
月
30
日（
水
）ま
で
に
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、窓
口
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

※ 

申
請
内
容
を
審
査
の
う
え
、予
算
の
範
囲

内
で
補
助
金
の
交
付
を
決
定
し
ま
す
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
観
光
商
工
振
興
協
議
会
事
務
局

（
観
光
商
工
課 

企
画・交
流
担
当
内
）

☎
32
‐
５
０
９
１

㈲
橘
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
、
第
一
設
備
㈱
、

㈲
田
中
設
備
工
業
所
、平
間
工
業
所
、

㈲
日
栄
工
業
、㈲
早
川
建
材
設
備
、

㈲
堀
内
設
備
、㈲
岩
間
商
興
、

㈲
エ
ー
ス
、㈲
ラ
イ
フ
興
産
、

三
森
建
設
㈱
、㈱
平
成
設
備（
順
不
同
）

 

上
下
水
道
課 

総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
７
７

令
和
８
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

 

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
、「
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
」の
資
格
を
有
す
る
方

の
専
属
が
必
要
で
す
。
こ
の
試
験
は
、責

任
技
術
者
と
し
て
の
技
能
を
認
定
す
る

も
の
で
す
。

● 

講
習
会

 

10
月
22
日（
木
）

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨 

４
階 

大
会
議
室

● 

試
験

 

11
月
10
日（
火
）

 

午
後
２
時
～
４
時
15
分

 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨 

４
階 

大
会
議
室

 

９
月
10
日（
木
）～
10
月
１
日（
木
）の
間

に（
公
財
）山
梨
県
下
水
道
公
社
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
用
紙
等
は
、（
公
財
）山
梨
県
下
水
道

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。
９
月
８
日（
火
）よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

https://w
w
w
.yam

anashi-sw
c.

or.jp/
 （

公
財
）山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

☎
0
5
5
‐
2
6
3
‐
2
7
3
8

甲
州
市
観
光
商
工
振
興
協
議
会
へ
の

賛
助
を
募
集
し
て
い
ま
す

 

冬
季
賑
わ
い
創
出
事
業
や
桜
関
連
事
業

を
通
じ
て
、観
光
振
興
お
よ
び
商
工
業
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和

８
年
度
は
、
桜
の
名
所
の
保
全・
環
境
整

備
へ
の
支
援
や
植
樹
事
業
、「
桜
ウ
ィ
ー

ク
」の
開
催
な
ど
、市
内
の
桜
を
活
か
し

た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
継
続・
充
実
さ
せ
る
た
め
、
協

議
会
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企

業・
団
体・
個
人
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
賛

助
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
観
光
商
工
振
興
協
議
会
事
務
局

（
観
光
商
工
課 

企
画・交
流
担
当
内
）

☎
32
‐
５
０
９
１

市
営
塩
山
駅
南
口
駐
車
場
定
期
駐
車
券

（
パ
ス
カ
ー
ド
）の
発
行
に
つ
い
て

 

パ
ス
カ
ー
ド
は
１
ヵ
月
決
ま
っ
た
金
額

で
駐
車
場
の
出
入
り
が
可
能
に
な
る
定

期
券
で
す
。

※ 

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
保
証
さ
れ
な

い
た
め
、
満
車
時
は
ご
入
場
で
き
ま
せ

ん
。

 
月
額
６
，６
０
０
円（
税
込
）

● 
契
約
期
間
　
10
月
１
日（
木
）～
令
和
９

年
３
月
31
日（
水
）の
最
長
６
ヵ
月
間

（
１
ヵ
月
単
位
）

※ 

申
請
の
時
期
に
よ
っ
て
は
契
約
可
能
な

期
間
が
短
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

令
和
９
年
３
月
に
更
新
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
く
と
最
長
６
ヵ
月
間
の
延
長
が

令
和
８
年
度
自
衛
官
等
採
用
案
内

● 

募
集
種
目・受
付
期
間

〇 

一
般
曹
候
補
生

 

18
歳
以
上
33
歳
未
満

 

～
11
月
20
日（
金
）ま
で

○ 

幹
部
候
補
曹

 

20
歳
以
上
33
歳
未
満

 

～
９
月
25
日（
金
）ま
で

※ 

第
３
回
の
募
集
の
た
め
、第
２
回
ま
で
に

採
用
予
定
人
員
の
採
用
が
見
込
ま
れ
る

場
合
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

〇 

予
備
自
衛
官
補

● 

一
般

 

18
歳
以
上
52
歳
未
満

● 

技
能

 

18
歳
以
上
で
国
家
資
格
を
有
す
る
者

 

～
９
月
10
日（
木
）ま
で

〇 

防
衛
大
学
校
学
生

 

18
歳
以
上
21
歳
未
満

● 

推
薦
、総
合
選
抜

 

９
月
５
日（
土
）～
９
月
８
日（
火
）

〇 

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

 

18
歳
以
上
21
歳
未
満

● 

看
護
学
科（
自
衛
官
候
補
生
）

 

～
10
月
２
日（
金
）ま
で

● 

医
学
科

 

～
10
月
８
日（
木
）ま
で

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
１
５
９
１

可
能
で
す
。
そ
の
後
も
６
ヵ
月
ず
つ
更

新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

貸
し
出
し
可
能
台
数
　
20
台

● 

駐
車
可
能
な
自
動
車

普
通
自
動
車
の
う
ち
長
さ
４・80
ｍ
、
幅

１・75
ｍ
、高
さ
２・00
ｍ
を
そ
れ
ぞ
れ
超

え
な
い
も
の

 

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

① 

定
期
駐
車
券
発
行
申
請
書

（
窓
口
に
取
り
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
も

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

② 

車
検
証

　 

（
電
子
車
検
証
の
方
は
自
動
車
検
査
証
記

録
事
項
も
一
緒
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

③ 

運
転
免
許
証

④ 

定
期
駐
車
券
料
金（
現
金
の
み
）

※ 

②
、③
は
コ
ピ
ー
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

● 

申
し
込
み
期
間
　

　 

9
月
4
日（
金
）か
ら
随
時

※ 

貸
し
出
し
可
能
台
数
を
超
え
た
時
点
で

受
付
終
了
と
し
ま
す
。

 

都
市
整
備
課 

都
市
計
画
担
当

☎
32
‐
５
０
７
２赤尾公園

武田信玄像

中央本線

塩山駅

市営塩山駅南口駐車場

北口

南口

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

29 28令和 8 年 9 月広 報 こうしゅう



予約はこちら

有
料
広
告

有
料
広
告

相

　談

予
約
不
要
・
無 
料

特
設
行
政
相
談
所
開
設

 

総
務
省
で
は
、行
政
相
談
制
度
を
広
く
皆

さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、９

月
１
日（
火
）～
10
月
31
日（
土
）を「
行
政

相
談
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
一

環
と
し
て
、特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
年
金
、福
祉
、登
記
事
務
、道
路
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
、
国・
県
等
の
業
務
に
ご

意
見・ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 

10
月
19
日（
月
）

 

午
後
１
時
～
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

甲
州
市
民

※ 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 

総
務
課 

総
務
担
当

　 

☎
32
‐
５
０
４
１

予
約
不
要
・
無 

料

勝
沼・大
和
地
域
行
政
相
談

 

行
政
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、行
政
相
談

委
員
が
身
近
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

９
月
18
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

大
和
ふ
る
さ
と
会
館 

２
階 

研
修
室
３

 

甲
州
市
民

 

総
務
課 

総
務
担
当

　 

☎
32
‐
５
０
４
１

要
予
約

無
料
法
律
相
談

 

９
月
14
日（
月
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー 

２
階 

会
議
室
A

 

甲
州
市
民

● 

定
員
　
６
名（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※ 

９
月
７
日（
月
）～
11
日（
金
）の
間
に
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、ご
利
用
は
原
則
、年
度
内
１

人
１
回
限
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

総
務
課 

総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
４
１

予
約
不
要
・
無 

料

こ
ど
も
家
庭
相
談

 

こ
ど
も・子
育
て
全
般
や
、児
童
虐
待
防

止
等
、家
庭
に
関
す
る
様
々
な
困
り
ご
と

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
こ
ど
も
に

対
し
て
の
不
適
切
な
対
応
は
、こ
ど
も
の

身
体
の
成
長
や
脳
の
発
達
に
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。「
虐
待
か
も
」と
思
っ
た
ら
、

こ
ど
も
を
救
う
た
め
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
の
勇
気
が
こ
ど
も
を
守

る
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

 

随
時

※ 

連
絡
者
の
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。
匿
名

で
の
連
絡
も
可
能
で
す
。

 

子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
相
談
担
当

☎
33
‐
２
２
０
３

32
‐
５
０
７
９

予
約
不
要
・
無 

料

合
同
相
談

 

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
行
政
、人
権
、家
庭
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

９
月
11
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
一
会
議
室

 

甲
州
市
民

 

総
務
課 

総
務
担
当

　 

☎
32
‐
５
０
４
１

予
約
不
要
・
無 

料

消
費
生
活
相
談

 

消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル（
電
話
詐
欺
や
架
空
請
求
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
）の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

甲
州
市
民

◎ 

甲
州
市
会
場

 

９
月
２
日（
水
）／
９
日（
水
）／

30
日（
水
）

 

市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

相
談
室（
市
民
課
内
）

◎ 

山
梨
市
会
場

 

９
月
１
日（
火
）／
８
日（
火
）／

15
日（
火
）／
29
日（
火
）

 

山
梨
市
役
所

３
階 

消
費
生
活
相
談
窓
口

◎ 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
水
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

 

甲
府
市
役
所 

本
庁
舎 

４
階

要
予
約
・
無 

料

も
の
忘
れ
相
談

 

最
近
も
の
忘
れ
し
や
す
く
な
り
心
配
な

方
や
、気
に
な
る
症
状
が
出
て
き
た
家
族

へ
の
対
応
方
法
な
ど
、日
下
部
記
念
病
院

の
認
知
症
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

９
月
18
日（
金
）

※ 

毎
月
第
３
金
曜
日
に
も
の
忘
れ
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

午
後
１
時
30
分
～

 

市
役
所
本
庁
舎

 

９
月
15
日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

要
予
約
・
無 

料

あ
ん
し
ん
相
談

 

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、家

族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
な
ど
、心
の
悩
み
や
不
安
を
中
心
と
し

た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、ご
事
情
に
よ

り
訪
問
等
の
対
応
も
行
い
ま
す
。

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他
　

保
健
師
、社
会
福
祉
士
、精
神
保
健
福
祉

士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
よ
り
対
応
し

ま
す
。
ま
た
、必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合

に
は
精
神
科
医
師
の
対
応
も
可
能
で
す
。

※ 

精
神
科
等
の
医
療
機
関
の
紹
介
を
目
的

と
し
た
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

 

山
梨
市 

商
工
労
政
課 

商
工
労
政
担
当

☎
22
‐
１
１
１
１

 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
５
３
０
９

要
予
約
・
無 

料

空
家
な
ん
で
も
相
談
会

 

市
内
に
空
家
を
所
有
し
て
い
る
方
で
、空

き
家
の
活
用・売
却
等
に
関
す
る
相
談
や

悩
み
事
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
市
の
空
家
担
当
者
と

市
内
宅
建
業
者
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
Z
O
O
M
を
利
用
し
て
自
宅
か
ら

の
相
談
も
可
能
で
す
。

 

９
月
９
日（
水
）

 

次
の
時
間
帯
に
区
切
っ
て
実
施
し
ま
す
。

① 

午
後
１
時
30
分
～
２
時
15
分

② 

午
後
２
時
20
分
～
３
時
５
分

③ 

午
後
３
時
10
分
～
３
時
55
分

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
２
会
議
室

 

市
内
で
空
家
を
所
有
し
て
い
る
方
、今
後

空
家
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
状
態

に
あ
る
家
屋
の
所
有
者
、管
理
者
、相
続

予
定
者

※ 

業
者
は
除
き
ま
す
。

● 
定
員
　
３
組（
先
着
順
）

（
相
談
時
間
は
１
組
45
分
ま
で
）

 
納
税
通
知
書
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

 

実
施
日
の
２
日
前
ま
で
に

電
話
ま
た
は
二
次
元
コ
ー

ド
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

 

都
市
整
備
課 

空
家
対
策・住
宅
担
当

☎
32
‐
５
０
７
２

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

要
予
約
・
無 

料

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

 

年
金
請
求
手
続
き
、年
金
受
給
者
の
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入・
納
付
記

録
の
確
認
や
年
金
額
の
計
算
な
ど

 

９
月
24
日（
木
）

 

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

　 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
４
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

1
階 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の（
年
金
手

帳
、年
金
証
書
等
）お
よ
び
本
人
確
認
書

類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
等
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
代
理

人
の
方
が
お
越
し
の
場
合
は
、委
任
状
と

代
理
人
の
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

 

甲
府
年
金
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

要
予
約

成
年
後
見
制
度・相
続・

遺
言
に
つ
い
て
の
相
談

 

成
年
後
見
制
度
お
よ
び
相
続
等
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。「
将
来
に
備

え
て
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
知
り
た

い
」「
相
続
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
」

「
遺
言
書
を
作
成
し
た
い
」な
ど
の
相
談

に
司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

 

９
月
24
日（
木
）

予
約
不
要
・
無 

料

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

 

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障
害

者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ

き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
を
配
置
し
て
お
り
、助
言
や

情
報
提
供
、関
係
者
間
の
調
整
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階 
視
聴
覚
教
材
室

 

市
内
在
住
者

● 

定
員
　
４
名（
１
人
に
つ
き
40
分
以
内
）

※ 

９
月
１
日（
火
）か
ら
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
34
‐
８
１
９
５

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

相

　談

相

　談

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

31 30令 和 8 年 9 月広 報 こうしゅう



ハロウィンジャンボ4億円
（1等2億円・前後賞各1億円合わせて）

ハロウィンジャンボミニ4千万円
（1等2千万円・前後賞各1千万円合わせて）

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます。

 ９月16日●水2種類同時発売!
発売期間 9/16（水）～10/16（金）

各1枚 300円

公益財団法人山梨県市町村振興協会

イ
ベ
ン
ト

要
申
込

甲
州
市
国
際
交
流
の
集
い
２
０
２
６

「
甲
州
ワ
イ
ン
を
通
し
た
国
際
交
流
」

 

10
月
10
日
の「
甲
州
ワ
イ
ン
の
日
」に

合
わ
せ
て
国
際
交
流
の
集
い
を
開
催

し
ま
す
。

● 

内
容

 

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

日
本
固
有
品
種「
甲
州
」の
歴
史
と
ワ
イ

ン
に
つ
い
て

 

交
流
会（
甲
州
ワ
イ
ン
と
軽
食
）

 

10
月
10
日（
土
）

 

午
後
４
時
～
６
時

（
午
後
３
時
30
分
受
付
開
始
）

 

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘 

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

 

市
内
在
住・在
勤
の
海
外
出
身
の
方
、

　 

お
よ
び
国
際
交
流
や
甲
州
ワ
イ
ン
に
関

心
の
あ
る
方

● 

定
員
　
80
名

 

１
，０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

 

10
月
１
日（
木
）ま
で
に
電
話
、
ま
た
は

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※ 

締
切
日
を
過
ぎ
て
も
、定
員
に
空
き
が
あ

る
場
合
は
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

要
申
込

甲
州
市
地
域
福
祉

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

 

ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ま
と
親

睦・
交
流
を
深
め
る
と
共
に
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
貢
献
を
行
え
る
機
会
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

 

11
月
25
日（
水
）

 

勝
沼
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

● 

組
数
　
20
組（
約
80
名
）

 

プ
レ
ー
費
　
９
，１
０
０
円

（
税
込・昼
食
代
含
む
）

 

参
加
費
　
２
，０
０
０
円

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
代
）

 

11
月
２
日（
月
）ま
で
に
電
話
、申
込
書
ま

た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※ 

グ
ル
ー
プ
、個
人
ど
ち
ら
で
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
34
‐
８
１
９
５

ア
ニ
メ
体
験
日
帰
り
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

 

世
界
的
な
ア
ニ
メ
制
作
企
業
が
集
ま
る

「
国
内
最
大
級
の
ア
ニ
メ
生
産
地
」東
京

都
中
野
区
で
、
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
絵
描
き
体
験
等
）や

「
ア
ニ
メ
マ
ン
ガ
フ
ェ
ス
」へ
の
参
加
な

ど
、中
野
区
の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
特
別

な
日
帰
り
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※ 

中
野
区
ま
で
は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

 

12
月
５
日（
土
）

 

午
前
6
時
45
分
集
合
、

　 
午
後
７
時
30
分
解
散
予
定

● 
集
合
場
所

　 
市
役
所
本
庁
舎 

東
側
駐
車
場

 

市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
小
学
校
３
年

生
～
中
学
校
３
年
生

　 （
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
須
）

● 

定
員
　
30
名（
先
着
順
、保
護
者
を
含
む
）

 

1
，0
0
0
円
、保
護
者
は
2
，0
0
0
円

（
昼
食
代
込
み
）

 

９
月
８
日（
火
）午
前
９
時
～
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ

フ
ォ
ー
ム
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

 

観
光
商
工
課 

企
画・交
流
担
当

☎
32
‐
５
０
９
１

第
21
回
甲
州
市
民
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

 

10
月
６
日（
火
）

 

塩
山
カ
ン
ト
リ
ー
俱
楽
部

 

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

講
座
・
教
室

要
申
込
・
無 

料

V
R（
仮
想
現
実
）ア
ー
ト
体
験
×
 

作
品
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

V
R
ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け
て
、
仮
想
空
間

に
絵
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
本
市
の

ミ
ラ
イ
創
造
大
使
で
も
あ
る
V
R
ア
ー

テ
ィ
ス
ト・せ
き
ぐ
ち
あ
い
み
さ
ん
と
一

緒
に
、V
R
ゴ
ー
グ
ル
を
実
際
に
つ
け
て

使
い
方
を
学
び
な
が
ら
、オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
作
る
全
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
す
。
初
回
は
せ
き
ぐ
ち
さ
ん
に
よ
る

実
演
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

完
成
し
た
作
品
は
令
和
９
年
２
月
頃
に

展
示
予
定
で
す
。

 

12
月
5
日（
土
）、12
月
12
日（
土
）、

　 

12
月
19
日（
土
）

 

各
回
　
午
前
10
時
～
正
午（
予
定
）

 

市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

● 

講
師
　
せ
き
ぐ
ち 

あ
い
み 

氏

 

市
内
在
住
の
小
学
５
年
生
～
中
学
３
年

生
で
全
３
回
参
加
で
き
る
方

● 

定
員
　
15
名（
先
着
順
）

 

９
月
７
日（
月
）午
前
９
時
～
30
日（
水
）

の
間
に
L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム（
24
時
間

受
付
）か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※ 

参
加
者
に
は
、募
集
期
間
後

に
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。

 

政
策
秘
書
課 

政
策
調
整
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１（
内
線
２
１
１
２
）

● 

定
員
　
２
０
０
人（
50
組
）

● 

競
技
方
法

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

新
ペ
リ
ア
方
式

 

プ
レ
ー
費
　
８
，５
０
０
円

（
セ
ル
フ・食
事
つ
き
）

 

参
加
費
　
３
，０
０
０
円

（
賞
品・パ
ー
テ
ィ
ー
代
含
む
）

 

９
月
18
日（
金
）ま
で
に
各
支
部
ゴ
ル
フ

部
長
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

☎
32
‐
５
０
９
８
　

32
‐
２
８
３
７

雨
宮
敬
次
郎
生
誕
１
８
０
年

記
念
講
演
会・展
示
に
つ
い
て

 

令
和
8
年（
2
0
2
6
年
）は
、雨
宮
敬
次

郎（
弘
化
3
年〈
1
8
4
6
年
〉生
）の
生

誕
1
8
0
年
に
あ
た
り
ま
す
。

 

　
雨
宮
敬
次
郎
は
、塩
山
牛
奥
に
生
ま
れ
、

各
地
の
鉄
道
事
業
や
軽
井
沢
の
開
発
事

業
な
ど
、日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。

　 

本
市
が
誇
る
偉
大
な
先
人・雨
宮
敬
次
郎

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎ 

講
演
会

 
９
月
26
日（
土
）

 
午
後
１
時
20
分
～
４
時
40
分

● 
定
員
　
2
0
0
名

● 

内
容

 

講
演

　 「
甲
州
財
閥
と
雨
敬
」小
畑 

茂
雄 

氏

　 （
山
梨
県
立
博
物
館
）　

 

　「
軽
井
沢
と
雨
敬
」佐
藤 
幸
信 

氏

　 （
軽
井
沢
町
生
涯
学
習
課
）、

要
申
込
・
無 

料

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う

「
ボ
イ
ト
レ
」講
座

 

プ
ロ
の
声
楽
家
に
よ
る
指
導
で
発
声・呼

吸
法
を
学
び
、歌
唱
力
ア
ッ
プ
。
仲
間
と

歌
う
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

 

10
月
７
日（
水
）

 

午
前
10
時
30
分
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

大
会
議
室

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

市
内
在
住
者
、在
勤
者

※ 

小
学
校
３
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

● 

講
師
　
内
田 

里
美 

氏

（
内
田
声
楽
教
室 

主
宰
）

● 

曲
名
　
欧
陽
菲
菲

「
ラ
ブ・イ
ズ・オ
ー
バ
ー
」

 

飲
み
物
、動
き
や
す
い
服
装

 

９
月
10
日（
木
）か
ら

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム
、電
話
ま
た
は
窓
口

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
月
曜・休
館
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

要
申
込

初
め
て
で
も
簡
単

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

育
て
や
す
く
、個
性
的
な
形
が
楽
し
め
る

多
肉
植
物
を
リ
メ
イ
ク
缶
の
中
に
寄
せ

植
え
し
ま
す
。

 

10
月
10
日（
土
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　 

蒲
原 

ま
ゆ
み 

氏

　 （
軽
井
沢
町
歴
史
民
俗
資
料
館
）　

　 「
甲
州
市
と
雨
敬
」髙
野 

愛 

氏

 

　（
県
文
化
振
興・文
化
財
課
）

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

　 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　 

江
宮 

隆
之 

氏（
作
家
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

大
会
議
室

◎ 

展
示

 

９
月
５
日（
土
）～
27
日（
日
）

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

休
館
日
を
除
く

 

甲
州
市
民
文
化
会
館

１
階 

歴
史
民
俗
資
料
室

 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

☎
32
‐
５
０
７
６

要
申
込

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

身
体
障
害
者
日
帰
り
旅
行

 

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の
親
睦
や
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
日
帰
り

旅
行
を
実
施
し
ま
す
。

 

11
月
12
日（
木
）

● 

主
な
行
程

江
戸
東
京
博
物
館
、浅
草
寺
見
学
、

浅
草
散
策

 

市
内
在
住
の
身
体
障
害
者

　 （
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
）

　 

お
よ
び
そ
の
介
助
者

 

参
加
費
一
人
　
４
，０
０
０
円

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

９
月
１
日（
火
）～
10
月
16
日（
金
）の
間

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
34
‐
８
１
９
５

 
甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

市
内
在
住・在
勤
、在
学
者（
小
学
校
３
年

生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。）

● 

講
師
　
今
村 

尚
人 
氏

　 

（
中
央
造
園
土
木
株
式
会
社

経
営
）

 

１
，０
０
０
円（
材
料
費
）

 

汚
れ
て
も
良
い
服
装

 

９
月
８
日（
火
）か
ら

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム
、電
話
ま
た
は
窓
口

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜・休

館
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

申込はこちら

申込はこちら

申込はこちら

申込はこちら 申込はこちら

申込はこちら

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

相

　談

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

33 32令 和 8 年 9 月広 報 こうしゅう



市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」　
塩
山
図
書
館 

☎
32
‐
１
５
０
５
／
勝
沼
図
書
館 

☎
44
‐
３
７
４
６
／
大
和
図
書
館 

☎
48
‐
２
９
２
１
／
甘
草
屋
敷
子
ど
も
図
書
館 

☎
33
‐
５
９
２
６

お
問
い
合
わ
せ
先

か
き
す

け ホームページ https://www.lib-koshu.jp/

要
申
込

甲
州
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

〈
10
月
の
活
動
〉

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

 

10
月
17
日（
土
）

 

午
前
８
時
～
午
後
３
時 
※
雨
天
決
行

● 

集
合・解
散
場
所

　 

塩
山
郵
便
局
南
側
駐
車
場

● 

実
施
場
所

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー・こ
す
げ

 

市
内
在
住
の
小
学
校
４
～
６
年
生

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

３
，０
０
０
円

 

９
月
１
日（
火
）～
10
月
２

日（
金
）の
間
に
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ

フ
ォ
ー
ム
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

 

飲
み
物
、タ
オ
ル
、着
替
え
、手
袋

● 

主
催

甲
州
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
実
行

委
員
会

※ 

天
候
等
の
状
況
に
よ
り
内
容
の
変
更
ま

た
は
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当

☎
32
‐
５
０
９
７

要
申
込

～
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
も
お
花
を
飾
ろ
う
～

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

 

本
物
の
ミ
ニ
か
ぼ
ち
ゃ
と
生
花
を
使
っ

た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
ラ
ー
の
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

 

10
月
17
日（
土
）

 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

１
階 

音
楽
室

● 

定
員
　
12
名（
先
着
順
）

● 

講
師
　
井
之
上 

和
子 

氏

（
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
‐
ｉ
ｎ
ｏ
）

 

花
切
り
用
は
さ
み
、持
ち
帰
り
用
の
紙
袋

な
ど

 

材
料
費
　
１
，０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

 

９
月
16
日（
水
）か
ら
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
フ
ォ
ー

ム（
24
時
間
受
付
）、
電
話
ま
た
は
窓
口

（
月
曜・
休
館
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 
生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

要
予
約
・
無 

料

初
め
て
の
方
も
安
心

介
護
は
じ
め
て
セ
ミ
ナ
ー

 

厚
生
労
働
省
の「
さ
さ
え
る
求
人
充
足
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
県
の「
介
護
の
魅
力
発

信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
、介

護
の
仕
事
内
容
や
魅
力
を
わ
か
り
や
す

く
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　 

未
経
験
、未
資
格
の
方
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

10
月
７
日（
水
）

 

午
後
２
時
～
４
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

● 

定
員
　
20
名

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
山 

職
業
紹
介
担
当

☎
33
‐
８
６
０
９

Y A M A N A S H I  P O L I C E

INFORMATION ☎0553-22-0110日下部警察署

〈 iPhoneの場合 〉
● 2つのアプリをインストールしてください。
● 国際電話はブロックしません。

iPhoneの設定＞アプリ＞電話＞不明な発信者をスクリーニ
ング

　「通話の理由を尋ねる」または「消音」を選択してください。

〈 Androidの場合 〉
● アプリのどちらかをインストールしてください。
（Androidの場合、どちらかをインストールす
れば国際電話もブロックできます。）

特殊詐欺対策アプリを
インストールしましょう!!

　県警では、電話詐欺対策として、「犯人からの電話を取
らない対策を強力に推進しています。詐欺電話の多く
は国際電話番号やＩＰ電話を利用して発信してきます。
　また、固定電話に限らず、携帯電話への着信も多く
なっています。
　そこで、犯人からの電話をブロックするために有効な
のが、警察庁推奨の特殊詐欺対策アプリです。
　下記、二次元コードからぜひ、この機会にインストー
ルをお願いします。

警察庁推奨アプリ

期　間   9月12日（土）〜11月9日（月）甘草屋敷子ども図書館
　　　　  8月29日（土）〜9月29日（火）勝沼図書館

『まんまるねこダイナ』、『ものしり五郎丸』、『かんころもちと教会の島』などの作者、にしむ
らかえさんによる原画展を行います。

甘草屋敷子ども図書館・勝沼図書館

にしむらかえ原画展

甘草屋敷子ども図書館

えんがわおはなし会×おはなし父さんのおはなし会
日　時   9月26日（土）午後2時〜
会　場   甘草屋敷子ども図書館 えんがわ
申　込   塩山図書館まで

秋のお庭でおはなし父さんによるおはなし会を行
います。今回は、英語の読み聞かせもあります。お
はなし会の後はお庭で飛ばせる工作をします。

塩山図書館

知的書評合戦ビブリオバトルIN塩山 41
日　時   9月26日（土）午後5時15分〜
会　場   塩山図書館 閲覧席

紹介テーマ   『しょく』 食・色・職…どんなしょくでも
バトラー（発表者）を募集しています。チャンプ本
を目指してみませんか?申し込みは、塩山図書館ま
で。観覧は自由です。時間までにお集まりください。

大和図書館は蔵書点検、館内整備作業のため下記の
期間を休館とさせていただきます。ご理解ご協力
をお願いします。8月28日（金）は月末整理日のため
休館です。

期　間   8月29日（土）〜9月11日（金）

大和図書館蔵書点検のお知らせ

会　期  10月1日（木）〜 11月26日(木)※延長あり
会　場  勝沼図書館 メインフロア

今年は、ぶどう産地の発展を支えた鉄道との関わり
をテーマに、鉄道開通に尽力した実業家・雨宮敬次
郎（生誕180周年）の人物像もご紹介します。また、
勝沼ぶどう郷駅を起点に近代化産業遺産をめぐる

「勝沼小さい旅」もご提案します。

勝沼図書館 令和8年度ぶどうとワインの資料展

『物語は続くどこまでも
勝沼を未来につないだ中央線
歩いて・見つけて 思い出つくろ』

甘草屋敷子ども図書館　

秋のパークライブラリー　
お庭をまわって、絵本を読もう! 要申込

日　時   10月25日（日）
会　場   甘草屋敷子ども図書館

● 午前の部 午前10時〜

● 午後の部 午後1時30分〜
申　込  9月19日（土）〜塩山図書館まで

お庭、館内のポイントで絵本を読んで、スタンプを集め
ましょう。各時間ハロウィンを楽しむ帽子を作るワー
クショップも行います。

勝沼図書館

『マイ・ライブラリー』をつくろう Part2
日　時   10月17日（土）午前9時15分集合
会　場   勝沼図書館　
対　象   小学生〜一般
定　員   12名
参加費   500円
申　込   9月26日（土）〜勝沼図書館まで

木工芸館で小さな本棚
をつくり、その中に自
分の好きな本でライブ
ラリーをつくります!
作成後の1か月間、館内
にて展示をします。
みんなのライブラリー
を見てみよう。
7月 のPart1に 参 加 さ
れた方も大歓迎です。

申込はこちら

申込はこちら

お
知
ら
せ

相

　談

イ
ベ
ン
ト

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o n

講
座
・
教
室

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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 政
策

秘
書

課
 秘

書・広
聴

広
報

担
当

人口  28,341人（-51）  男  13,702人（-27）  女  14,639人（-24）  世帯数  13,056世帯（-22）2026.8.1現在 （　）内は前月比

広
報

誌
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
■

や
ま

な
し

森
の

印
刷

紙
こ

の
印

刷
紙

に
は

、
山

梨
県

有
林

か
ら

の
木

材
が

使
用

さ
れ

て
い

ま
す

。

人口と世帯

昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00

P有

有
料
広
告

 総務課 防災危機管理担当　☎0553-32-5041

秋の全国交通安全運動が始まります！

〈 歩行者 〉歩行者の安全確保と反射材用品の着用促進
〈 自動車 〉夕暮れ時の早めのライト点灯と飲酒運転や「なが

らスマホ」の根絶
〈 自転車 〉自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの

理解・遵守の徹底
ルールとマナーを守り、交通事故防止に努めましょう

9月21日(月・祝)~30日(水)
交通事故死ゼロを目指す日9月30日(水)

観光商工課 ワイン・商工振興担当　☎0553-32-5091

甲州市物価高騰対策地域商品券の
ご利用はお済みですか

地域商品券の利用期限は、10月31日（土）までです。
利用期限を過ぎた地域商品券はご利用いただけません。
期限までにご利用ください。

まだ地域商品券を受け取っていない方へ
簡易書留郵便で受取ができなかった地域商品券は、観光商工課の
窓口でお渡しとなります。身分証明書をお持ちいただき、窓口ま
でお越しください。（平日午前8時30分～午後5時15分）
※世帯員以外の地域商品券を受け取る場合は、委任状が必要です。
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　平素より甲州市勝沼ぶどうの丘をご愛顧いただき、誠にあ
りがとうございます。
　この度、当館の温泉施設「天空の湯」は老朽化対策および魅
力向上にむけた改修工事を実施します。それに伴い、下記期
間中は休館とさせていただきます。ご不便をおかけします
が、ご理解をお願いします。
休館期間	 10月13日（火）~令和9年3月末
休館施設	 ぶどうの丘温泉施設「天空の湯」、
	 食事処「温泉ラウンジ」
工事概要	 浴室等改修、サウナ改修、足湯新設
※売店、レストラン等の各施設は通常どおり営業します。

勝沼ぶどうの丘温泉施設「天空の湯」
改修工事に伴う休館のお知らせ




